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ヴァッフニンシュミット（ヨ「ロ一戸の円の．こ「貝【自切島目鼻）１１人彼が、今日か西ドイツにおける指導的な經濟學者の
一人であることは多言を要しないであろう。一九二六年の『一つの理論的研究』というサブタイトルの附された『フ
（１）
（２）
オードの経済システム』、一九二八年の『技術と經濟』、さらには、一九五○年の『一般的および理論的國民經濟學概
蕊などの著作を通じて、わが國でも彼はかなり知られている。しかし、鑿鑿學譲間西、一躍、彼の名を高か
らしめたのは、一九五一年に開花したドイツ經誉経済學界の方法論論争、および、それに接綱した費用論論争に、彼
（４）
義
極
的
に
参
加
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
．
『
岐
路
』
』
立
つ
綴
篝
濟
髻
『
グ
ー
デ
ン
ペ
ル
ク
の
研
究
ｌ
費
用
曲
線
の
耀
過
と
そ
の篭繼づけについてＩによ墓一「綴濟的藷間題の霊的鼈序寒どのセンセイシ・ナルな諸論文で、彼は、いま
（
７
）
‘
だ「小兒病」の域を脱していない「若い」経誉經濟學に、「科學的な自己批判」を要求したからである。それだけで
（８）
はない。今次の方法論論争の契機をなしたグーテンペルク（向・の具の三思『ぬ）の『経誉經濟學原理』（第一版、一九
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五一年）と同じ『全書』（向己旦区。巳昌の」の『両の、胃⑪‐目已の冨呉の三⑭鷺自切、ラ禺斤）の一巻として、また、彼自身語
（９）
（、）
るところによれば、グーテンペルクのそれと「補完」閥係にあるといわれる『現代の技術と經濟』を、一九五二年に（ｕ）
公刊した。ひきつ■いて、彼は、精力的に、一九五五年には、費用論論争を側面から概説するかのように『生産論』
（胆）
を、一九五七年には、彼の深奥な構想を誇一示すべく『經濟力學』を、それぞれ相ついで刊行してきている。．
、
、
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ｂ
か上るヴァッフニンシュミットの慶大な髄系は、多様な論鮎にみちみちている。たとえば、彼の所説の一端が、「國
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民經濟學」と「経誉經濟學」とを「綜合」した「一般的經濟理論（科學）」（“一一ｍの白の旨の一二一【一望ｕ宮津⑪岳の○国の。□・
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學）と経誉經濟學（經誉學）という關係は、古くして新しいポレミックな問題であり、われわれとして永〕、か上る問
題の重要性を無頑するわけではない。いや、まさに逆である。問題そのものがもつ深刻性からして、軍に、論争とい
う一見花灯しい表層とそこにあらわれた論難にのみ覗野を局限して、性急な結論を肯定的にしろ、否定的にしる下す
ことを忌避するだけである。言の月旦のごローｏ三のＨゴ屋司のＨｍ戸呂のロ日呂ごロ、言の【⑪旧四目。、の宮のローわれわれは、ま
ず、第一に、ヴァッＺソシ》一ミットの諭蕊構成のすべての主製な側爾やすべての主要な傾向を規定するものｌつ
まり、方法論的基礎を明確に馴扶すべきである。しかし、それだけで、問題すべてが解決したわけではない。つい
で、分析された方法論的基礎に照射されながら、彼の理論艘系をその具艘的な展開に即して、いわば一歩一歩再構成
しなければならない。こうした科學的な虞方を構じて、はじめて、批判は軍なる批判であることをやめて、内在的な
ものとなる。と同時に、頃の批判的検討を媒介としてこそ、問圏壯況と、それを規定づける肚會的、歴史的基盤も適
ご函歓主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
一二五
確に浮彫にされるのである。この小論も、か上る道行を進むのはいうまでもない，だが、こＬで、行諭の必要上、
、
ｂ
一噸まえもって、ヴァッフニンシュミットの髄系規定的な方法論的特質を簡潔に性格づけておこう。それは、われわ
れの理解するところによると、いわゆる「函數主義」（同目再】◎目一一の日巨の）と、か‐奎る「函欺主義」的考痙華々法を士
蕊とする技術Ⅱ經濟關係の同置である、と立言することができる。
ところで、ヴァッフェソシュミットは、自己の論理的主張を展開するにあたって、自然科學者、とくに、現代物理
℃
、
ｂ
學者の諸著作・論文をま声」とに多彩に援用している。こうした發想方法は、彼の最初の髄系的な諭稿だと思われる一
（皿）
九一五年の襄經濟學におけるグラブ的方法』の厳かで、すでに早くも散見される．だが、ｌいう霞でもないこ
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の論理構造を明らかにするに必要なる限りにおいて、それらに言及されなければならないであろう。が、しかし、端
的にいって、われわれの課題は、ヴァッフニンシュミットの所説を批判的に検討することを當面の目標としながらも、
それを導きの絲として、経醤經濟學の理諭的基礎の解明をグルンドリーニエソとして基底にすえっ二、特殊的には、
（応）
がの『新形態の》卜／‐シ経督經濟學の性格』を總括的に沖指漉することにある。二Ｌに、本稿の焦鮎はおかれている。
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￣卜￣
Ⅱ質量×光速度の自乗》という一一か亦櫻式によって表現され迄さらに、相對性理論は、物質を抽象的な「空間１
時間ｌ構成燈」（宛：日‐国の岸’○ｇ旨の）へと、と同時に、「個髄（百ｓく筐目白）の概念を構造トレーガーとしての空
間－時間ｌ鮎（宛目日’国鼻‐㈲昌民篇）にまで分解する」Ｔ）こうしたシチュエイションを立論の背景にして、ヴァッフ
ェンシュミットは、「エネルギー的にみれば、物資存的なもの（Ｃご頤の風⑫【のロロの］］の、）と精瀞質存的なもの（の①】、旨凶⑪‐
…①｜］＄）とは、魁臓や深淵によ・て分離され鯰」、と考える．科學思潮の發展が敦示するように、物質（の〔・廟）
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は要素（国の日のロ（の）そのものが、問題なのではない。むしろ逆に、要素や對極相互間の關係（函§の冒眉）、あるい
、
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（３）
は、關係と根源的に同義であるといわれる函敷（句目丙はＣロ）こそが、現賀性を帯びてくる。そこで、彼は、明確な
結論を下す。「資髄（の：⑪白目）はその現質的地位を失う。」「函欺がそれに代る、そして、賀髄は函數の特殊な橘成
となる」、（酸・語を補えば、賓髄は、「〈それ自艘〉として考察されたく物〉」、「關連なくて死んだ事物、」「軍なる物
髄」「孤立化されたＸ」たることをやめる。すなわち、賓髄とは、まさに「關係のトレーガー」（国の巳の］］旨いの耳筒の『）
（５）
「函数のトレーガー」（同自冨】・ロの庁風、のＨ）という性格をもつことになる。か入る認識との關連において、要素や對
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ツフニンシュミットにおいては、理論展開の礎石として位置づけられるのである。《《、（）管Ｃ切目『丘８５湧冒葱から、
ところが、函數・關係の繍系は、それ自身また、他の函欺・關係に依存する。それとともに關係は解消し、ますま
℃
ｂ
▽
■
す抽象的な形式へと不断に分解する。つまり、閥係という概念は相對性（宛の一目ぐ颪（）に通ずるのである。しかしな
（へ、ｃ頭ｐＣｍｎの局の弓Ｃｘ巨的旨へＩ。
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がら、ヴァッフニソシュミットにとっては、「世界観としての相對性」は、何ら主導性の放棄を意味しなかった。ま
た、真一四］自目旨切の国頭ロ（）『：旨】こめどは、思惟にとってなお邪魔物ではなかった。た貸、彼は、Ｉ‐ｌ「健全な人間悟
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性」に狸んだ相對主義者が通常そうである上う）』－‐ｌ「ラディヵリズム」への道か一回避，）て、温健な相對主義の方向
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に歩か｝すし．ぬるだけである。．かくして、彼は、「一層侠い問題）」おいては、相對性ぱそれぞれ特殊な關係，ニして表現
（（１）
される」（傍鮎筆者）と一一一一回明する。事例をあげれば、技術Ｌ｜は、「客艫（物）Ｉ客艘（物）關係」であり、經濟とは、
「客鵠（物）ｌ主艘（人）關係一である。さらにまた、經濟は、二客鶴Ｉ主繼關係」としての「純粋經濟學」（。【（）己。，
、
、
目の）と、「客艘ｌ貨幣關係」としての「賃殖學」（Ｃゴ『のロ】昌一穴）という風に、特有な關係として「整序」されるので
ある。（三、参照）しかも、か‐桑る「閥係領域」は、それぞれ特殊な「環壯型の函倣連鎖」（【旨、［。旨】侭の甸目｝【二・コ‐
の丙の耳の）を構成しており、逸脱や侵入は防止され、いわゆる「概念連鎖」（国の、【氏⑩丙の耳の）で境界づけられた「掴っ
（且））
た研究領域」だとされる。別棟にいえば、諸概念は、函敵・關係的性格を具有する「函數的概念」（句目一己○口⑪一）の、Ｈ’
旨の）であり、かつ、それらは「場所化」（一○百一国の円庁）されて、「その領域にいわばトポロギィッシ１に結びついて
（、】）
いる」。その結果、「〈一般概念〉（の⑦己の『昌一のロ）の餐當領域に減少す詮皿）のである。だからこそ、「木質認緬」、「因果
性」、「論理的縦格さ」あるいは「眞理」に對する理論の「自負」とは、相對主義者・ヴァッフーーンシュミットにあつ
（ｕ）
ては、「〈自然の眞理〉についてのロマンチックな奎円年の観念を想起させる」、だけであった。たとえば、力學の概念で
．オペラテイⅡＩプ
ある空間、時間、質鐡、力などは、彼によると、「軍に、多かれ少かれ操作的な使用可能性の手段（旨⑰（円目】の。（の）と
（胆）
なる。」すなわち、一般的にいって、概念とは、「さしあたり擬設的（［】江一ぐ）であり、それによって解明される結果
（胆）
（Ｍ）
から正富化される道具の性格をもつ」のである。そこから、當然の歸結として、いわゆる「思惟經濟的な問題」が生
一「麺歓主義一と技術Ⅱ經濟（内藤）
一二九
以上で、「函欺主義」のおＬよその輪郭は、描出されたであろう。その立ち入った批判的検討は後節にゆずらねば
ならない。が、こ上，で、次の鮎はまえもって指摘しておくのが便宜であろう。それは、かの「經鹸批洲論」（同日ロュ？
宍１斤目②日５）においては、「感蝿の複合」がすべてであったが、ヴァヅフェンシ『一ミットにおいては、函倣・關係が
すべてである、という黙である。彼は、客観的資在、その哲學的範嶬としての物質を彼岸におしやって、すべてを函
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（４）ごく凰庁目⑰ｏ彦目己［》月のｎケ目房ロロロミ●』『【い、寄凰［ロ①【。⑩、のロョ胃［や⑭・念・
（【ｂ）ごく四【【のロ⑩、旨門口一色［》二二●】『【⑩ロー｝四声、『己の●ず、ロ一戸』の。」トー
（７）ごく四（｛のロ⑬、苣口】己［》『⑥。豈己穴巨皀已三●】『厨、彦呉［』行『○の、の『ラ三色『［。⑫．ｇ
くぬ】・ロの『⑩の一ヶ①》一二一『［い、｜】ロ（一切目】の、豈口己一天。⑫。⑬
（８）ご鰭一・『「色（｛の二⑫同一】二二（一一即で『◎二巨天二Ｃ二や侵婬、、』、弱・単鈎，！“。
Ｊ行
行
諭
の
序
列
に
し
た
が
い
、
わ
れ
わ
蓬
ヴ
ァ
ッ
フ
ェ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
構
想
す
る
技
術
Ⅱ
鑿
の
震
ｌ
い
わ
ゆ
る
「
技
鱈
（１）
Ｉ經濟的關係の論理的内容」を明らかにしよう。そのさい、彼は、「諸概念の峻雌な分離と整序のための補助手段と
‐
（
２
）
して」、ウィーン學派（乏可旨月円陣〉冒一の）と同様に、記號論理學、集合論、トポロギーを使用することを推奨する。
さ
て
、
「
函
蝋
主
義
」
と
い
う
「
近
代
認
繊
論
」
（
目
・
…
固
…
…
］
・
胃
・
）
陰
、
ｌ
前
錘
し
た
と
こ
ろ
か
ら
推
察
さ
れ
う
る
よ
℃
ｂ
ｂ
、
、
う
に
Ｉ
「
人
間
の
行
動
一
三
物
質
と
い
う
物
そ
れ
畠
」
に
は
全
く
及
耀
な
い
で
、
「
物
の
關
係
」
ｌ
一
般
的
に
は
要
素
間
の
鵬
、
、
、
（３）
稼所１１の「愛化」にのみ向けられることを教えている。この意味において、「存在」、「客髄領域的存在」（◎耳の丙芹冨『の’
－，国】、言⑭陣目）にとって代って、「主髄基抵的事象」（⑰：希【二届、己且の←の酸○の円旨呂目）であるところの形成、「函
（４）
数形成」（句目戸口。ｐ⑫、の、旦官ご頤）が前面に出てくる。こうした諸形成、諸事象を「整序」するための「關係重」（国ｗ‐
、
、
℃
、
目瞬“薑・ロ）として、震ず．ヴァヅフニンシ毫ミットは、客艘（。薑）Ｉ被彩襄被行響Ｉと、毒（のＦ
ｂ
、
、
▽
▽
、
ａ
ｂ
ｂ
、
薑
）
Ｉ
形
譽
行
励
霄
ｌ
を
あ
げ
る
．
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
柵
題
と
す
る
主
要
領
域
に
鯛
す
る
限
り
、
主
纏
峰
簑
ず
鯏
一・顧歓主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
一一一一一
ワの『の①］すの》ご言『扇ロー』四【［の日、ロゴ色己丙・のｗ・』、Ｆ扇（》
（９，ｍ）ごく凰帛のロ⑪、宮日威豆月月ゴロ房ロゴ□ご「一『〔⑪、言具（』の【の⑤硯⑦ヨミ“『庁ご印叩・圏瞠Ｆ農』
（ｕ）ご「員【のｐｍｎ云日己呵ヨ．》『厨、夛口〔〔切日ののぎロ昌〆の。ｍい
（、）ご「、露のロ⑩、ゲヨご丘臼・“．Ｃ・・の・屋．
（週、ｕ）ご「図魚の目、ロゴ日武豆凹・騨・○・・⑫．⑦
（喧）ご「具（のゴ⑭、豈日己〔》ロ・色。○・・ｍ。』
一一一
純に毒・曰・目自国」】のとしての、ついで、自乗化されて精紳的に行動能力ある冒昌Ｃ呂已の。ｍとしての人間であ
（５）
る
．
そ
れ
仁
謹
し
て
、
客
豐
人
間
漣
よ
っ
て
讓
的
糟
繍
的
に
慮
璽
さ
れ
る
も
の
ｌ
環
境
（
ご
…
一
三
あ
る
．
な
お
、
□
ｂ
第一一一の「整序要素」（。【目二属⑪の］のロ］の貝）として、客艘と主纏すぺての間の關係がくわわる。かくして、客幾、一一一
鑓
關
係
と
い
う
「
二
元
性
」
（
圖
臺
を
隅
石
に
し
て
杉
威
の
「
三
分
割
」
（
：
厨
言
）
Ｉ
護
ｌ
客
祷
の
、
主
髄
Ｉ
主
「
（
６
）
醤
の
、
護
‐
主
髄
間
の
形
成
ｌ
が
構
成
さ
れ
る
．
そ
の
う
え
に
．
「
威
臓
問
題
」
言
、
三
…
・
一
…
房
）
が
附
加
さ
れ
る
．
くわしくいえば、「現蛮的領域」、｜縞神的領域」、「全髄性領域」（の②。利夛の一房すの『の】：）という「一一一整序府」（□『の一○『，
目目、⑪、ｎごｎ夛戸の）が措定されるのである。以上のようにして、ヴァッフェンシュミットは、｜人間文明と文化の全形
成」を、九つの「閥係領域」を内包する「トポロギィッシュな、あるいは榊造欺學的な整序圃式」（８℃○一・巴⑩島の⑪
。□・の芹『鳥目『日ロ島の日呂の、すの、。ａ目ロ岨⑩⑩ｎヶ。日凹）として構築する。以下、順を追って、個々の「閥係領域」（ト
，
（
７
）
ポ
ロ
ギ
ィ
ッ
シ
ュ
な
榊
成
要
素
）
を
説
明
し
よ
う
。
ｂ・政治……政治は、「トポロギ
（の：］Ｃ六宿り⑩厨一目ロ、）と解される。
ｃ、經濟…・・・「構造數學的」に杵
と規定される。
成
」
を
、
九
つ
の
「
閥
係
領
域
」
を
内
」
己・の芹『鳥目『日ロ島の日四口のｎすの、。【
ポロギィッシュな榊成要素）を説叩
Ｈ、「現資的形成」（現廠的領域）
ａ
〒勺。
、技術……技術は、いわば原子的には、「現費的な容艘間の關係の形成」、「寳物形成」（の胃一〕頭の⑩旦目二ね）であ
「トポロギィッシュな憐成要素」
に
lま
､経済は、「賢在的な客髄Ｉ主艘關係の形成、」「効用形成」（ｚ巨冨目嘱⑪国一言ゴ西）
としては、「質在的な主艘間の關係の形成「「主艘形成」
■■■■■
－
，■■■■
－
－
－
提される。
ｂ、倫理……思惟されたものではなくて、思惟するもの、盲目どの切的四口の具の印が、その精榊的な關係において形
成されるような關係もまた精祁的に構成しうる。かくて、「思惟主魑と思惟主髄關係の綱紳的形成」が、「倫理的形成」
である。それは、政治領域において行われる具髄的な「主膿形成」に對する「思想上の對照物」である。
ｂ
Ｃｎ教育・學（説）あるいは宣傅…．：同様にして、現質的な「効用形成」に對する「思想上の對照物」も橘成され
る。「思惟主艘Ｉ思惟客腿關係の精紳的領域」が、これ込澱承。
ある。 ａ、科學……庚義において科學とは、「観念的な客艘間の關係の形成」である。現賓的な「客艘形成」に對する「思
想上の對照物」の研究として、科學は運動する。その際、賓在的な客髄の精赫的映像であれば、自然科學の領域が成
立し、非質物的な關係の精榊的形象であれば、精榊科學が成立する。したがって、精紳科學は、その對象が精紳的で
℃
▽
あり、その形成者も精榊的であるという意味で、一一重の精紳領域となる。因に、経済科學とは、客艘ｌ主髄關係、あ
℃
ｂ
るいは後述する如く客髄ｌ貨幣關係の精紳的形象であり、法律科學とは、論理的に整序された主髄間の關係のそれで
（８）
〔補註〕この「縞神的形成「一（輔静的領域）との閥迩で、指適しておかねばならぬことがある。それは、ヴァッブェソシュミット
が、上記の如く、「繍榊的形成」を、自然科學と輔脚科畢とではなくて、「科學」、「倫理」、および「激育・學（鏡）あるい
も
、
℃
は宜仰」とに一一一分割していることである。そのことからただち秬推論できるように、ヴァッブェンシ１畳ごツトは、「科學｜
「薗欺主装」と技術Ⅱ経済（内藤）
一一一一一一一
。、「精紳的形成」（精紳的領域）
■
現資の一一一重的な形成に、観念的世界においても、同様に一一一重的な形成が照應する。こ上では、彦・日。⑩四目自切が前
一牛
▽
ａ、‐客髄拙界の技術的－１資在的形成と科學的Ｉ精紳的形成との「函敷的總稽」が、葱術を結果する。ｂ、政治的形成
や
と倫理的形成は、宗教に綜括され、ｃ、経済と教育（宜傅）が、「哲學的』－世界観的形成」という領域に綜括される。
なお、各「關係領域」、「構造論理的」場所に輿えられた名瀞はＰ近似的に適合するにすぎない、といわれる。とく
に、目Ｃと㈲ｃに開してはそうである。それらは、事寳、一九二八年の『技術と經濟』の「整序圃式」では鋏番にな
っていたで亡かし、ヴァッフニンシュミットにあっては、か入る問題は、あたかも、物理學の週期系において番號に
より規定された特性をもつ元素が峡けており、まずそれが探求され、ついでそれに最善の名が輿えられるときのよう
町なものだ、とみなされる。いづれにせよ、上述の構造ｌ圃式を記號論理學によって配列すると、左表の如くなる。す
で．に、かＬる「構造敵學的な整序圖式」には、多くの問題鮎がひそんでいる。また、ヴァッフェンシュミットは、「整
序圖式」をより所として、各基本的な「關係領域」相互間の「結合」や、開運Ｉｌとくに技術Ⅱ經濟と他の領域との
（皿）
關
連
ｌ
の
問
題
を
霞
す
る
．
だ
が
、
こ
の
小
論
で
住
こ
れ
ら
の
墨
あ
る
諮
問
雲
と
り
あ
げ
る
縢
地
は
な
い
．
た
陣
ら
に
鶯
面
の課圃である技術と經濟の關係にす上もう。
ヴァッフニンシュミットにおいては、經濟とは、上述の如く、「現資的な客髄Ｉ主艘關係の形成」－１左表の「栂
ｂ
「現溌的形成」と「精榊的形成」（
わゆる「全艘性領域」が成立する。
㈲、「全随性領域」
二二四
勺
から、総邇崎劉騎や徴育崎努力あるいは箕…峻別するのである。：ろん・綾の志向する方阿輝・「礫」ｌ耀蟹纏濟
も
、
、
や
も
、
鴎
に
し
ろ
、
國
民
纒
涜
嬢
に
し
ろ
、
ｌ
で
ば
な
く
て
、
「
科
學
」
、
（
：
）
で
あ
る
こ
と
肱
い
う
霞
で
’
た
い
．
念
ｏ
ｆ
且
の諸關係の形成によって、
資
在
的
行
爲
と
思
想
と
の
「
總
括
霞
」
．
「
微
分
領
域
」
ｌ
い
＝
～Ｓ
形成されたも のｏ、一‐函数主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
蝋(ilwj)鴎|人(璽瞥)認|鐵鰯禽醗
技術
（０－０)0
1.
Ｏ
エ覺攪闇
政治
（Ｓ－Ｓ)０２．
経済
(S証O)。
形
成
す
る
も
の
ｉ
ｎ：欝關
科學
（０－０)」
４．
教育(宣傅）
(s颪o”
倫理
（Ｓ－Ｓ)ｈ
５．
甑術
(o7p)"！
Ｏ＋ｉ
、蝋蝋鰡 哲學(s-b9ﾙ‘
宗教
(Ｓ－Ｓ)｡＋，
8．
鬮琴{(;{憾懲纈蝋識麓いは蝋…界
造式」でしめすとＳＩの）。－１であるαしかし》文明の全生成過程
のうちに、か上る「客艘ｌ主艘關係」（効用で表現されている關係）
は、「具鶴化」され、「客艘化」され、「即物化」され、多かれ少かれ、
「物化」され、「數量化」され、［技術化」造れてく詫十効用形成」
に代って「貨幣増殖」が、「効用思考」に代って「貨幣思考」があら
、
、
われる。シ」のようにして、効用から貨幣に推移し、「客艘－主鰹關係」
℃
、
が「客艘ｌ貨幣關係」によって「代替」（の５ｍ（旨［】・ロ）されること
イ
ン
シ
ニ
ト
ル
メ
ン
ク
ー
ル
は、もちろん、「反ｌ論理的」（ロ回国‐］◎ぬ】印呂）ではあるが、「手段的
には正當化されうる過程」であを理というのは、「二つの客髄相互の
關係は、主髄を迂回する両者の關係よりも一層軍純であるから」。だ
が、こ上で、貨幣（客艘）が、主髄である「かのように」（巴②：）、
つまり主髄として「擬設」（国丙国：）されると、貨幣（客髄）は「物
紳」（可の房：）となる。だから、貨幣は二面的（Ｎゴ巴⑪の冨胸）であ
る。一面、貨幣は効用のトレーガーであり、主健に關連しているが、
他面では、貨幣は「寳物代表者」であり、変寵あるいは似非資魑（房‐
（皿）
の巳。、号の白ロ園）として現象する、と豚う。
こうして、「効用債値」（客艦ｌ主艘）と「貨幣債値」（客魑ｌ貨幣）
二二五
一一一一一〈．
という、一一つの「便値トポロギー」（一二「の『耳◎頁）一・個の）に基礎づけられて、經濟は、二つの「關係領域」として表現
される。「物と人との間の効用關係の學」としての「純粋経濟學」（。【ＣｐＣ目の）と、「物と貨幣との開係學（頤の凰呂‐
目、の」の胃の）」としての「貨殖學」（○旨の目且【）１－‐アリストテレスに準じて「貨幣的に思考された致富學」（、の己、の，
（皿）
：、耳の宛の片言目】の］の胃①）－１とが、それである。か’曇る「貨殖學」の適用場所は、まず腿倒的に「經管經濟」であ
（脂）
る。端的にいって、「物紳崇拝、と貨殖學なくては、↓商人はこの世では存綱することはできないから」。しかしながら、
エ
ゴ
ノ
ー
ミ
ツ
シ
ユ
國民経済學者は、「純粋經濟學的」に効用において思考するとしてｊも、それはた脾まれな場合であるにすぎない。何
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｕ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
（
肥
）
、故なら、一般に、「尺度機能にとって不可鋏であるところの、貨幣の限界効用一定の手段的な導入」（傍鮎筆者）によ
って、効用計算は貨幣計算へ、貨幣計算は効用計算に輔換することが可能となるからであ電
エゴノーミワシユ
．
ク
レ
マ
ー
ム
グ
イ
ツ
シ
ユ
ともあれ、「純粋経済學的」な「客魁ｌ主髄關係」（。－の）の「効用形成」が、「貨殖學的」な「客艘ｌ貨幣」（。‐‐
、
、
、
、）、したがって「客髄Ｉ客魁關係」（。‐‐。）によって「代替」されるとともに、上述の「整序圃式」にしたがうと、
、
１
℃
、
、
も
も
、
、
、
、
（
旧
）
經濟は「卜ポロギィッシュ」に「經濟技術」（二「胃の、富津の（の、彦巳屍）に移行する。それに噸じて、發展した文明にお
ける「技術的形成‐｜にふさわしい諸武器が、今度は經濟に輿えられることになる。かくして、まず「經濟倣學」が成
‐（⑲）
立する。ヴァッフニンシュミットによると、「技術的理論は、敗學的にみれば、塵倒的に函数理論である」、から。つ
いで、経済諸量が「貨殖學的な質鎚」（、胃の曰昌一のＳの］》厨⑪、の己）として措定されると、「經濟技術的力學」（ョ胃の：’
凹津切片の呂昌⑪島の旨の、冨己一六）が成立し、「經濟力學」は「物理學的力學」（ご匂の】百一一②島の］ご【Ｒ冨己六）に接近するこ
（釦）
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こうした關係は、
またつぎのようにも表現される。ヴァヅフニンシュミットの定義によると、技術は、上述の「卜
ポ戸ギィッシュ」な意味の外に、なお贋義の「様式的」（Ｂａ巳）な意味ももっている。しかるときには》技術は翼に
「活動的な行動の仕方」であ霜》技術をこの「篠式的」な意味に鑓いてＩいわば「かのようにの技術」（鯵一：マ
モダール
目の、彦已丙）として使用するならば、經濟は依然として經濟である、がしかし、それは特殊な技術を發展せしめる、と
もいわれうるからであ電
以上、要するに、「貨殖主義」（○胃の目昌の日ｇ）を媒介として、經濟は範噂的に「技術化」される。つまり、技術
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ⅱ経済關係は同置（の］の】＆の①（目ロ、）されるわけである。かくて、いまや、か上る方法論的保障のうえに立って、自
然科學的ｌ技術的思考と方法は、何ものにも妨げられることなく、經濟のなかに侵透して行くのである。
註（１）（ぐ砿一．ご弓凹［局のｐのら日産丘□】①］ｏｍ－ｍ９の。『』ロ戸口ぬこの【。「］耳の、富［三、富目宅『Ｃ匡目】の》凶田・亨麗・］巳】員．》】息函一ｍ．
（２）『ご●ロ【［の口切向き目昼。【〉勺蔵。』巨弄二．Ｐ粋し⑰、』の。■『
（３）己「日【のロ⑰ｎ戸目苞【切目の、ゴロ房ロロ。ごく】『扇島呉［ｇ円のの、のロー国『庁》ご留薗⑩．⑭ｇ
（４）ｄ頤］・己「色［［のロの、声白昼丘ご『冒厨ロゴ回［厨日の、弓ロロ房已巳雪』の．造
（５）『巴・『『口魚のｐｍｎ屋自己【ｗ目の、豈口涛巨ロ』ご蚕『蕨。言凰【烏『○の、のロミロ風〉叩・局
（６）己「四魚⑦ｐｍｎ弓ロ】苞豆乏胃扇ｎ日津のロ〕①ｓ目涛『の．Ｓ
（７）ご「四魚①ｐｍｎ声日己口目①、旨口房巨ロニヨヨ【蕨、ロ呉庁』の【○のｍの己『閏〔。ｍ・閨臼或・
ロの、の①｝ずの》ご詞『厨ＤＢ、帛厨肖巨の◎ず凹口房》の①。、ｍ１Ｌｍ『
（８）ご「蔦［のロの○ず目亘斤》円の呂口房ロロロヨニ『【の呂画津ロ胃の⑦顕の目冒『庁》の．霞
（９）ご言呉【のロ⑩、ゴロ】昼げ弓のＣ彦口房戸口。ご言『（の○二禺斤ご】①呂匂、。⑭Ｓ
（、）ぐ臆】．ご「鳥目い・ず日】：弓の○百諄巨己冒甸一の呂呉已曾の綴の昌冨『（》のｍ・圏自【・酉『③｛「・農農・曽畠・巨・曽冨・
「函歎主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
二二七
⑦房『［【。
’
０
ヨ
「函敵主義」と、それを土選とする技術Ⅱ經濟關係の同置という、ヴァッフニソシュミットの方法論的基礎は、以
上で説明された。以下、われわれ健か入る方法論締特質を念頭におきながら、「生産理論」を中心としてへ彼の具
'■､/■､､戸､〆■、
２２２１２０１９
N､ノミーノミーノ、‐ノ
（肥）
二二八
（、）ぐぬ］．。「回顧の巨質旨口風○瓦。「〕耳、。。■津②日のｏ澪四口涛・の。二・１．
よ
（ｕ）ｑｍ－》『「四露①ロの。ゲヨ苞庁》い・四・○・》の．］①
（週）ぐ恒・ヨヨ四魚の目⑪ｎ丘日冨鐡日の、ゴ己丙巨口皀ヨヨ時薗嵩皀画【芹１①『の①碩目署閂（・の．］ご
（ｕ）ヨ一画廟⑦口⑩、冒凰。ご勺円。□巨寓】○コマの．］⑬・句ロロロ。【の９
つの円切の】ずの引日ｇｐｐ房巨口旦ご司陣の、弓凹津旦の円のの砠のロゴ曾〆切・忠
（頂）ニミ囚凍のロ、、弓日画丘Ｐ②。○・匂の。曽司ごく、］。ご田・画。。。》の⑩。⑬『吟、ｌ喝、．
（畑）ヨ「凶或のロの８日】鼻四句目且巨寓】◎。》の．や属・
（Ⅳ）ｑ巴，司印員のロ、：ロ目色グヨヨ『厨、宮津⑪日の、豈凹口陰いの．惇臼魚・
□；の」す２の３畳の。肩昌の岳呂の】ロロ曾昌の。『の感の９のロ。【・ロ。日一の．シ『・嵐『［厚型）爵一弓一隅患。ｍ・富【斤巨己塑）卿冒一頁）．
己「四域のｐｍｎ弓日】号》目Ｃ９ｐ房宮口』ご「一吋一⑩◎ず具【ｇ円のの頭の日『胃〔】⑩，悼『つ
ロの『、の一ケの》田『○色目丙盆ｏ口やｍ・吟Ｃ
ゴ．、魚の目⑪●ず日苞豆目のｎケロ房ロゴｅご「一再の、匠呉庁旦の局の①碩のヨミ四『芹・の・臼
ご「具【のロの、ゲョ威丘ごく】円病、彦、津の曰の◎ず四口房》の．】Ｐ
》『「呉【の。⑩、冒口国［》月の⑤豈己斤巨ロロヨヨ『厨Ｃぽ囚洋□の『の①胸の口剪『胃芹》の・い
く顕】・「二四｛〔。ｐ⑩、ゴロ］固［〕凹・四・○・》の⑫。⑭、⑫ｉｆ唖、●や画の、ロ・画『魚（。
一戸】丙⑧四Ｐ■』・欝閂の』⑪。⑩。』旬揖
入
（ワニ
生産とは、ヴァッフニンシュミットによれば、「函数的艘系における生産諸要素の〈共働〉（ＮＥの四日目の口のｇの一）」で
ある。かＬる生産諸要素は、基本的に一一一範噂に分割される。
ａへ努働１１不熟練、半熟練、熟練手帯働、および執行的（の※の宍員ぐ）、，管理的（＆の局）。⑪旨く）、創造的（切呂（）ご【円（、⑪）
］的、声）な頭脳努働。この生産要素・努働のなかには、「企業家活動」（ごロ（の日の冒口のＨ戯画鳴農）も包搬されている。
ｂ、「技術的資本」（庁の８日の号の⑩【§岸＆）、または「震物資本」（の：房：】画一）１１道具、器具（の①円陣）、機械、
装
置
（
誉
…
）
、
建
物
、
交
通
手
段
．
こ
の
う
ち
．
装
鬘
よ
び
賛
と
は
、
ｌ
機
械
と
蔓
立
鯛
に
‐
ｌ
「
そ
の
中
で
豈
鯛
物理學的あるいは微覗物理學的に行われるところの運動過程の職騨のことである。それら、とくに、装置による機
械の駆逐はく「一九一ｐ年以降」恒常的であり、現代の新技術を特徴づは麺．
Ｃ、材料１１原料、半製品、部分品、附属品、作業用消耗品など、「全部的に生産に入る」もの。
なお、「生産の函數理論」の前提として、一定の擬制が必要である。それは、第一に、基本的生産要素（帯働、資
本、材料）が、それぞれ、それ自身において統一的であり、欺鐵化しうること、かつまた、各基本的生産要素内部で
の多様にわたった諸部分Ｉｌａ、手勢働と頭脳努働、ｂ、萬能機械と専門機械、あるいは機械と装置・器具、ｃ、各
（穴ｂ）
種の原料、半製品など１１が、最適結合状態にあること、である。簡軍にいって、勢働、資本、材料は、それぞれ最
適の内部編成をともなった「小束」（勺胃丙目のロ）‐１１「複合生産」（句。］］日○冒冨》・ロ）の場合には、それに畷じて生
産物も「小束」１－として、假定されてい秀｛後述、五の「補註Ⅱ」参照）
「函数主義」と技徽Ⅱ經濟（内藤）
一一一一九
（１）
開の順序にしたが露っ。
髄的な論理構造を追跡しよう。因に、われわれの序述は、「技術的形成」から「經濟的形成」へとす止む彼の理論展
一一三。
これだけの操作を施せば」「生産諸要素の〈共働〉」、つまり「要素結合」（同四宮。『の鳥。Ｂ亘己目・ロ）は、一定の「函
■
、
徽圖夷亡〈同員扁威。□のず員）で表現しうる、より手段的な言葉を使えば、「生産モデル」（勺Ｈ（昼鼻［】目印目〔この岸）を構成
しうることは自明である。座標系のうえで、エⅡ努働、ｙⅡ「技術的資本」、庭Ⅱ材料とし、從風廼敵である生産物
麺をｍで表示すれば、一一一次元空間において、帆型（双曲面）の等量面（房・ロ巨目扇貝一酢ｎ房）が形成されることは周
知であろう。（ェ、Ｊ一一要素の場合は、等迩線となる。）また、かＬる等鐙面あるいは等量線は、技術の進歩や合理化
（８）
とともに、原鮎に向って收縮することも説明を要しないだろう。
さて、いままでの考察は、すぺて、「技術的經管」（【の、旨一円参の同国の風呂）の領域にとＨまっていた。ついで、か
入る技術的生産モデルを基礎とし、逆にまた、技術的生産モデルそれ自身が規定されるところの經濟的なモデルに移
、
、
行しなければならない。｝」の「移行の關門」にあたって、ヴァッフェンシュミットは、「函倣の尺度」に再検討をくわえ
（９）
る。たとえば、從來、中間領域にあるものとして、「技術的経済學」（【の、岸目一円豈の○戸。□・目の）が問題にされた。が、
そこでは、饗梢（要素投入）と收盆（生産物趣）は、相愛らず「技術的－森異物的」な基礎のうえで思考されている。
、
、
、
、
だから、それは、「トポロギィッシ二」には、依然として技術的領域に厨するのである。ところが、努働へ資本、材
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
科
に
對
す
る
蓋
の
技
術
的
尺
度
陸
ｌ
鑿
と
し
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は
と
も
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く
ｌ
護
に
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ろ
ん
存
在
し
な
い
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そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
で
に
、
、
℃
、
、
、
「生産の函數理論」のために要素と生産物をおのおの「小束」とし｝」擬制したこと、つまり、それぞれ内部的に統一
、
、
、
、
▽
、
▽
的な技術的尺度をもつとの假定も、技術的現賢からあまりにも遊離している。物理學的なエネルギー尺度をとるに．し
（、）
ても、「巨覗力學的に、質量とエネルギーを同一分母にもたらすことが不可能であるが故に、」賢際上失敗するのであ
も
、
、
、
、
（ｕ）
る。結局のところ、「尺度に關しての現賢の逃道は、こＬではまさに經濟、その貨幣尺度の借用である。」（傍鮎筆者）
かくして技術的尺度に代って、經濟的尺度が採用される。後者は諺さらに既述の如くで「効用尺度」から「反ｌ論
理的」ではあるが、「手段的に正當化されうる」貨幣尺度へと経過する。このようにして、經濟は、技術家に、彼等
の生産の遂行のために、「貨幣尺度」を輿えるのでか入る尺度は、今度はその方で経済のなかに、「返禮の贈り物」
（亜）
（の①胸のごｍロケの）として、經濟をば本来的に「艦濟抗術」たらしめる「形式的Ｉ技術的作用」を及ぼすのである。いづ
れにせよ、經濟的尺度ｌ貨幣尺度を媒介として、経済的生産モデルは、技術的生産モデルに迦繋する。とともに、「寅
物費鋼」は「貨幣費消」に換算され、支出や費用計算問題が生じ、他面、「質物收盆」は「貨幣收盆」、收入に輔換さ
れ、ついで、雨者はそれぞれ利潤計算のなかに集約されることになる。
賊（１）く、一・三凰玲のロ月戸目：ど〕円冨巳】。汚の国。｛９吋目日ロｓ：】］ぬの日の旨：且昌の。『○二ｍ・肩Ｚ鯉二・目冨・ロ・目の》屋９．
（２）ごく四廟の口のロー日】＆》円の、与巳丙巨ロ』ヨヨ『岳、｝己［【ｇ２ｏの晩のｐごく胃庁・屋麗》の。ＢＣ
（３）ご「員【のｐｍｎぽ自己［》四・口。。。》⑩０９吟
（４）ごく四廟のロの、豈日】旦耳色・四・○・ロの。届『
（５）ご「凹国のロの、豈日画け■，口・○・》陵叫や⑬、臣・』ぬ『（。
（６）『二国威の曰のＣゴヨーニ房臼・Ｐ。。》ｍ・屋暉
（７）二二●ロ〔［①ロの。豈日一号叩凹・口。。。。⑩・巴Ｃ
（８）弓、一．ごく四〔［のｐｍｎ弓回】一旦斤如で『。。Ｅ歸蔑◎口ご』＠画②□の。』』露。
（９）三四魚のロ⑪、一目己旦豆自⑦、豈己云巨己已ニペ旨芹⑪Ｃ云員庁已⑥『Ｃのに①冒竜臼『戸》の．弓瞳「［・
く館一・己曾のの一一）Ｃ坤弓【○口巨丙二○口》の。●『［［・
（、）ごく画魚の】】⑩、二日匡厨胃の呂皀房巨ロロョベ胃扇島呉【：ＨＣ⑥砲①亘宅“『声》い・ＥＰ
（、）二●色勲ら目⑪、一目】己〔如餌・餌．。。。、。』巨
一「函歓主義」と技術Ⅱ經濟（内藤）
の。拝画①、命。
幣要求額。
上述の「移行の關門」を通過して、｜・經濟的形成」の傾城に入ると、ヴァッフニンシュミットは、まず第一に、支
、
勺
も
、
①
、
、
、
、
、
、
出を一一範璃に峻別する。一回限りの．もの、貨幣的には「基金」（句・目の）として現象するものと、その後経常的に日
々發生する．ものとが、これである。循環という局面からすれば、前者は。多期間的」（ご】の一円『」〔菖質法）であり、後者
は「一期間的」（の冒涌Ｈ】○ｓ、：）、「期間適合的」（罵己○口のロ、囚茄、耳）なものでも駈寄。この支出範購の圃分に照慰し
も
い
、
Ｃ
、
、
い
、
、
も
て、生産モデルの経済的－ん貝幣的な尺度表示は、一一重的となる。
㈲、一風限りの、「鑿」（あるいほ長期的に圃定された蔓在藏〕ｌそれは、蟇‐資本調達を前提するがｌ
は、基本的生産要素との關係で、三分割される。
ａ、「努働基金」（シ『一局旨さ且⑪）１－１努働者住宅、祗會的施設、および、支沸と販薗からの貨幣流入の間の時間を
橋渡ししなければならない賃金前挑（いわめる宝賞金基金」（ＰＣ冒す且の））など、への投入貨幣額。
ｂ
、
「
資
本
鑿
」
（
鬘
厨
罵
。
…
）
Ｉ
贄
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具
篝
護
籍
交
翠
段
な
ど
、
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わ
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涜
術
的
墓
の鯛入額。したがって、資本設備に對する「基金」。
ｃ
、
「
材
料
鑿
」
（
陣
・
量
・
量
Ｉ
「
固
定
的
」
赫
料
在
満
（
屡
凰
…
豐
冨
“
…
一
一
尉
禦
薑
の
毅
初
の
調
達
の
た
め
の
賞
ところで、各生産要素の質物的な投入（指数）と、上述の貨幣「基金」投入との間に直線的な依存關係があるなら
（、）己「呉帛の己印、声ヨーユ庁閨・色。。・・め・碍菖
五
一
一
一
一
一
二
峰
１
つ
護
り
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譜
要
素
に
對
す
る
「
調
鑪
費
率
」
（
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臘
鋤
…
自
警
…
量
が
固
定
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
ｌ
技
術
菫
達モデルはそのま上にしておいてた蟹「技術的ｌ物資的」尺度に經濟的ｌ貨幣的尺度を添加するだけで充分である
も
、
℃
、
、
ｃ
じ
う。しかるとき』』は、生産物量れの生産のためには、第一に、賢物的に、努働ｚ、「技術的資本１－ｙ、材料亀が、第
℃
ｂ
も
、
や
■
一一に貨幣的に、「帯勧基金」麺「資本基金」沖、「材料基金」勾が、それぞれ必要なることをモデルは明示している。
い
、
、
、
□
▽
Ｄ
こうした意味で、この經濟的な「座標空間」は、モデルが描寓する一定の經誉設計』」おいて、勢働、資本、材料での
質物「基金」とその搬張のために、投入されねばならない厨凛幣基金」を指示するものと特徴づけることができる。
（２）
こ上で、企業の質物および貨幣資産が形成され、また、投資もこＬに根を下しているのである。
、
。
Ｑ
、
の
目、経常的な支出は、上記の一回限りの、「多期間的」な「基金」から厳密に分離される。それは、生産期間中に
生産物の生産に蹄鬮計境さるべきものであり、すぐれて「一期間的」な、「期間適合的」な費用であ苞かＬる費用
ｌ
い
わ
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る
要
素
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と
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し
て
纏
常
繭
に
支
繍
わ
ればならない修繕費、減便償却費、利子費。
ｃ、材料費Ｉ‐－「材料基金」に對する利子やその他の支出をも含む、経常的な材料費。
この期間的な費用が投入費消に比例的な大きさで増加するなら、それぞれ期間富りの経常的費用を實物投入として
の要素塾で割れば、軍純に、各「費用率」（【Ｃの庁のロ迅肩の）は算出されるであろう。帯務費率Ⅱご〕、資本（使用）費
率Ⅱ鴛、材料費率Ⅱ』画。。だが、ヴァッフェンシュミットは、以下の説明では便宜的に、各要素費用をその代表的な
「
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数
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》
もので置き換えている。すなわち、努務費は、賃金・賃率で、資本（使用）費は、利子・利子率で、材料は、（材料）
（３）
燗鹿伍で代表させているのである。と○もかく、賀用率あるいは個終ｒ－１それは市場機織を通じて決定され．生産モデル
℃
も
も
勺
に
と
っ
て
は
第
一
次
的
に
は
外
因
的
で
あ
る
計
護
件
Ｉ
が
輿
え
ら
れ
る
と
、
徽
來
の
需
的
ｌ
嘉
鯛
」
尺
慶
と
貨
幣
「
菫
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｂ
０
Ｑ
ｑ
ｑ
尺度のうえに、座標上第一一一の．ものとして、経常的な愛用に對する貨幣尺度が記戦されうる。が．ヴァッフェンシュミ
ットは、座標操作上の弾力性という観黙から、経常的な努務費（Ｆ）を－ピの方向に、資本（使用）餐（厚）を１
℃
『
、
、
、
勺
も
筒に、篝的な材料費（【唇）を‐卿の方向に記入して、第二の經濟的な霊室間」を作っている．そこでば、Ｉ
、
、
、
■
、
▽
（４）
第
一
の
纏
濟
的
な
霊
室
間
」
と
臓
護
的
に
ｌ
「
要
素
費
用
函
幽
（
甸
鼻
…
澪
・
“
§
…
豆
が
表
示
さ
れ
る
．
、
℃
ｂ
Ｕ
ｂ
ｂ
、
㈲、さて、この第一一の經濟的な「座標空間」、したがって「要素費用函数」とともに、各生産物量に對するそれぞ（５）
れの司岐小賀用結今返は一義的に決定されるであろう。か上る事情をヴァッフニンシュミット流にい上あらわせば、
「生産問題の近代理論的虚理」のロ核心」である戸生産性理論の主命碩匡（国目ｂ５囚冨。円勾○目戸扉ぐ岸騨の房の・己の）
ｌ
そ
の
「
代
替
襄
現
』
（
の
５
噸
…
・
口
…
『
目
）
あ
る
い
臆
「
簔
性
表
現
」
（
祠
『
・
…
割
涛
鷲
…
一
・
・
）
ｌ
に
よ
っ
て
鼠箕用最適鮴世（【・の庁のロ・ロ日ロ日ゴ）Ⅱ「費用最小鮎」（【・の一句目目目目〕）が規定されるのであるで｛」Ｌでは、説明を
、
ｂ
よ
ｈ
具
像
化
す
る
た
め
に
Ｉ
蜜
鮪
に
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
’
二
要
素
曇
Ⅱ
篭
ｙ
Ⅱ
賓
本
の
み
か
ら
な
っ
て
い
る
生
罎
モ
デ
ルの鼠純な形態を想定しよう。そこでは、次のような簡駆な手順で、「最小費用結合」は作圃できる。「剛１，Ａ」が
しめすように、まず努務費率』・ンと資本（使用）費率耳・丙との割合野ｓを確定し、－臼》ｌ堂象眼上に卜』・もで傾斜
する「準線」Ｊをひく。ついで、この「準纐凹Ｊに平行な接線野の等批線（欺麺曲線）§岸上の接鮎、』を求めれ
ば、それが「費用最小黙」である。何故なら、この鮎においては、要素の限界代替率は、期間費用率（あるいは償格）
一
言
》
－
３
「函敷主義‐｜と技術Ⅱ経済（内藤）
』
Ｚ
ダ
ダ
も Ji1iFi蕊=j,Ⅲｑ｢,、
|讓灘ぞ
〔図ＩＢ〕
徽考，－鮎Ｐにおける擬張圃－
１竃二:懲鶏
|ｴﾆ(鰯裳繍醇
備考
に逆比例しているから。（暑亜＆日Ⅱ『・ン冬愚、
「圏Ｉ、Ｂ」参照）こうした作圃構成を残り
の等量線（§ｌ冒冨）についてもくり返し、
それぞれの接鮎（ｐｌ、ョ）を結び合せると、
いわゆる「費用最適線」（旨】の９の⑫【○ｍ［ｇ‐
：ご曰巨目⑩）、「費用股小線」（口日の。⑦⑪【Ｃの〔‐
８日目日ロョの）。あるいは「最適線」・Ｊ１・Ｚ
が
日
旦
象
眼
上
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
窒
臺
費
用
函
鰄
」
が
直
線
的
で
な
い
ｌ
‐
口
、
、
ｂ
數學的および力學的意味『」の要素限界費用が
鍵
鋤
す
る
’
場
合
に
も
、
「
生
蕊
麹
論
の
主
命
題
」
に
し
た
が
っ
て
、
「
没
用
最
小
鮎
」
や
「
最
適
線
」
・
Ｂ
Ｉ
Ｚ
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
堂
、
そ
の
際
、
手
順
が
若
干
複
雑
に
な
る
だ
け
で
あ
（７）
る。さらに、費用率（個格）そのものが愛動
し、それとともに「準線」Ｊが麺化すると、
「費用最小鮎」や「最適線」・Ｚ１．２は愛位し、
二
三
五
ョ
」
■
一
ご
－
ｂ、生産物、と關連して。１１今度は、總捜用を生産物趣に關係させて考察すると、上記の諸條件の外に、なお等
も
、
、
、
、
、
、
、
△
も
も
、
、
避線もまた「最適線」・３１．２を等間隔で切断するときにのみ、総愛用函欺は直線的となる。だがＰ傳統的に假定され
ているように、この等量線の間隔は不等であって、そのうえ最初凌ぐ、ついで狭く、その後再び虞くなるという風に
経過するとすれば、総費用函数（【：Ⅱ｛（昌））は曲線的となる。くわしくいうと、Ｓ型の「收盆函倣」と對稻的な
疑問符型、あるいは長一音符型の總餐用曲線（下からみると、まず凹的な、ついで凸的な経過）が生ずるのであ々か
ａ
、
寳
本
投
入
（
あ
る
い
憾
秦
鑿
」
）
と
閥
連
し
て
．
ｌ
「
圏
Ｉ
、
Ａ
」
に
し
た
が
い
、
「
愛
用
最
小
線
」
！
と
簔
線
（言』ｌ§）との交鮎（、］，令圏）に對し、對腫關係にある努務費（丙。）をそれぞれ、資本（使用）饗曲線（穴歸）のう
えにくわえるという手法をかさねてゆけば、総愛用曲線（】が＋【。Ⅱ門冒）が－㈲Ｅ象眼上に作圃できる。（同様な
手法で、鐇働投入Ｉ（材料投入〕ｌに依存しても、純蓄曲線は描くことができる．）い霞か，に、「騨素鍵用曲
線
」
１
１
案
（
使
用
）
饗
曲
縄
霧
讓
線
（
材
料
饗
曲
線
）
ｌ
と
．
「
蓋
雪
ｌ
と
が
と
も
に
直
線
的
で
あ
る
と
望
す
れ
感
要
素
投
入
Ｉ
棗
あ
る
い
墓
働
（
材
料
）
ｌ
と
依
存
關
係
に
あ
る
總
餐
用
函
鐵
（
尻
：
刈
竜
（
筒
…
）
…
）
も
、
同
様
に
直
線
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
また逆に詠掻用率（価格）は一定であってあい技術の發展や合理化などによって等迅線が鍵動すると、「最適線」
・Ｈ１・Ｚも移動することは、もちろんであるｐ
画
こ
の
「
最
適
線
」
ｉ
膠
を
篝
に
し
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
棗
結
合
」
が
蔓
さ
れ
る
な
ら
ば
’
一
篭
に
い
っ
て
．
、
生
産
を
い
わ
ゆ
る
買
同
量
：
萱
“
圏
に
關
係
せ
し
め
る
と
ｌ
総
費
用
函
酸
（
。
…
涛
・
…
目
冨
・
口
）
が
成
立
す
る
．
し
か
、
、
▲
□
、
。
（
８
）
も、それは、二つの方向で可能である。
一一一一一一へ
、ふる費用曲線を所興のものとすれば⑪とＬでは微・積分計算のすべての規則が適用されるであろう。というのは》Ｕ
字型の限界費用曲線は微分曲線（ロ氏円：冒房ロゴの）であり、それとの關係で、純費用曲線は限界費用函数の積分
曲線（冒庁の四口］巨旦の）となり、護端費用である固定費は積分常數（百斤の旧昌・ロの丙・皀印冨具の）として規定されうる
からである。
国、他面、「債格－販寶函数」（厚①一ｍ‐衿す⑪胃凶‐甸巨口再】・回）が、市場調査の結果既知であれば、まず生産物量に依存
して收入函欺（口目：目の【日民感○口）が得られるであろう。ついで、收入函數と費用函数の對應から理論”に興味あ
（
９
）
・
ろ議謹抽誉出される．それらのうち主蘂なものは、「利潤閥の黙」（祠員旨…【○・劃目“…二③）１個格Ⅱ
（雛）Ⅱ凄欝という關係の成り立つ鱗であり、始鮎と終鱗塵もつｌと、「利潤慧馳」（・…回・冒三
「
利
潤
極
大
雛
」
（
。
…
目
…
：
）
ｌ
限
界
收
入
Ⅱ
限
界
費
用
の
鮎
Ｉ
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
霞
で
も
な
い
．
こ
の
よ
う
、
、
、
、
、
に、收入函欺は、一般的には、生産物量の函数という形式であらわされている。しかしながら、「最適線」・２１・Ｚの
地位に應じて收入を換算し、資本投入（あるいは「資本基金この函数として收入函数を表現することも可能であり、
また、必要でもある。そのときには、座標上、－日の方向は経常的な費用尺度とならんで、收入尺度をも合せて表示
することになる．（蓬「圏Ⅱ』参照）かくて、資本投入と依存關係にある收入霞および鑿用魎鰄ｌ童たは、
爾
函
蝋
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
資
本
Ｉ
利
醤
戯
』
（
薑
壼
…
劃
…
目
雰
亘
Ｉ
か
ら
、
前
遮
の
「
利
潤
閥
の
雛
』
や
「
利
潤極大鮎」の外に、なおいわゆる「薑牧讓」（祠目三一…藷毘…一重Ｉ橘鮴１州掴Ⅱ鱸の極大
黙
っ
霞
り
「
葵
裂
」
（
菖
蔚
ご
§
…
“
）
の
黙
ｌ
が
蕊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
．
む
ろ
ん
、
ぞ
る
「
讓
收
篝
一
と
（皿）
、
、
、
、
、
、
、
「利潤極大鮎」は国別されねばならない。が、いづれにせよ、以上のようなプロセスで「數學的Ｉ靜力學的」（日口庁‐
「函欺主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
二三七
。
／二
三
八
澪…厨・…二§）な目標ｌ「鍛大利廻」あるいば屋大調」などの行濃馴が典えられているという前提の
もとで．濤鑿髄系のなかで規定しようとの目標ｌば達成され、鑿の「繍力箒」な安定化憾蔓されるので
（補注１）
ある。
〔舗鱗１〕前鍵にしたがい、上來、｜複合生藤」の場合でも、一生塵物」はいわば一小瀬」として、’一噸一生震」（富・§『（昼冨言。
ごロ）の場合と同様な手法でｌ虚理されてきた。（四、参照）したがって、「小束」内部での個々の生産物のウエイトにっ
・
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
生
産
モ
デ
ル
が
解
明
さ
れ
た
後
に
は
、
｜
「
複
合
生
産
」
問
題
に
新
し
い
光
が
役
ぜ
ら
れ
る
》
』
と
に
な
る
。
というのは、生産モデルにおける諸避の、事情によってはまた函欺形式の、単なる逆韓によって、一複合生産一を理論的に
掴鰹することが可鱸となるから．しかるときには、ｌ「圃工、Ａ」に鑓いて－鯛立鍵叡蝋掌（麺）憾、鬮縢纏生霞される
二つ（あるいは三つ）の財貨となる。それと肌通して、従来の等赴線、（あるいは等鹸面）は、統一的な喪用としての「投入
等
鐙
繍
」
（
国
…
…
…
）
ｌ
前
讃
は
鳳
織
に
針
し
て
凸
爾
で
あ
る
が
、
後
者
砿
凹
爾
と
た
る
１
‐
を
あ
ら
わ
す
．
そ
れ
以
外
の
識
で
砿
、
す
べ
て
「
生
産
性
璽
鏑
の
主
命
圏
」
の
風
力
に
し
ね
が
っ
て
１
挺
蟹
丁
度
鐘
に
ｌ
操
作
さ
れ
る
．
っ
護
り
．
財
貨
の
磯
耐
代
聲
率
噂か上る財貨が入手する個格（あるいは限界收入）に逆比例しなければならない。かくて「単線」Ｊは、財貨の償格
（あるいは限界牧人）の比率を規定することになり、それ腱針して璽綴上に引かれた平行線膠の纒鰯Ｐは、財貨の鰯有
利な配分黙と、また「股適線」・が１．Ｊの状態を明らかにすることになる。か上る意味で、生産モデルは、形式的な「思惟
手段」（Ｃ２重ロの（『巨日の貝）であるといわれる。因に、諸財貨が、技術的に條件づけられた固定的比率閥係にある「迦結
生産」（【ロ弓の一己『。：屏匡。。）は、特殊例をなすといわれる。
㈹、いままでのところ、考亟李々法は、すぐれて「無時間的」（領⑦ＥＣ、）、「無運動的」（すの葛の、目晦の一・の）であった。
ところが、上述の如き「數學的ｌ靜力學的」な計算を可能にするような、いわば「靜力學的」に「均衡規定的」（ぬ一‐
Ｑ、高の且◎三防冨ご日日の己）な曲線経過をもつ諸函数を、現賀は必ずしも保護していない。にもかＬわらず、傅統的
な１ｓ型の「收盆函数」と對露な「１費用曲線を依然として圃執しっ蝉峨るの侭「休止熟覧出そうとの純粋
（迪）
に知的なく靜力學的〉な志向と努力とが．決定的であったとの印象」を、「批判的畷察者」に輿えるものだ、、ニヴァ
ッ
フ
ニ
ソ
シ
蘂
ミ
ッ
ト
は
い
う
．
統
計
的
研
究
ｌ
綴
醤
纏
潤
誇
あ
る
い
は
鬮
民
耀
蕊
飴
腫
調
議
１
１
の
鏑
結
果
は
、
む
し
ろ
曲
線
（皿〉
性とは正反對であって、それは、經螢實践面での費用分解が表象しているような直線性を推奨している。別一一一戸すれ
、
Ｔ
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
、
（
皿
）
・
ば
、
簔
線
の
間
震
少
く
と
も
等
し
い
ｌ
ま
た
は
、
一
層
篝
化
す
る
ｌ
の
が
現
嘉
で
あ
り
、
か
つ
一
霞
で
あ
る
（
鬘
ｍ禰註Ｉ」参照）かくして、いまや、函欺形式の直線性を措定するとともに、問題の展開は新しい方向に移行し、ま
（坊）
た問題の「解決」ぐじ從來より「一層リアリスティックな」様相を呈するのである。こうした問題状況を明らかにする
ために、ヴァッフニンシュミットにしたがって其髄的な事例をあげよう。
「岡Ⅱ」は、收入から「最適線」・ｚｌ２および費用寧日・ンと』・西に噸じて努務費や資本（使用）費など経常的費
用を控除した後に、なお残存している利潤ａ、ｂ、ｃ、ｄ……が、新投資としてそのときどきの資本在商に附加され
る關係をしめしている。（「剛Ⅱ」は、二次元座標であるから、「材料基金」の記戟はない。さらにまた、箪純化のた
めに「努働紫金」への配分も捨象されている。）そこでは，經餐限界（因の日①す、日の目の）はあらわれず、投資累進と資
本
繊
張
は
．
不
勵
に
揺
す
る
利
潤
と
と
も
に
た
え
ず
前
進
し
て
い
る
．
だ
か
ら
、
鑿
健
い
か
な
る
休
止
灘
ｌ
「
総
力
霧
」
な
勺
ｂ
▽
ｂ
、
、
、
‐
均衡鮎ｊも最適鮎ももたない。一般的にいって、費用函倣が直線的であり、また、收入函激も同様に直線的１－‐「靜力
（肥）
諾
に
は
慕
的
で
は
な
い
、
」
が
、
「
そ
の
間
篝
び
直
線
的
」
ｌ
と
な
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
均
窺
薯
と
し
て
、
新
た
に
「
利
（〃）
潤投資の力學」（旨の、冨己六ｇの［○⑦乏旨。ごくの、どの日ロ”）が飛び込んでくるのである。すなわち、各年度の經掻壯況
、
、
、
ｂ
は
．
そ
の
と
き
ど
き
の
現
寳
的
な
投
資
水
準
Ｉ
い
わ
ゆ
る
「
鑿
」
の
大
き
さ
と
、
そ
れ
に
篭
す
る
要
素
投
入
の
規
模
１
１
で
菫
（肥）
される。しかも、各年度間の「力學的連結環」（目の、冒己の○房『の忌冒二目、⑪、一一日の【）の役割をはたすのが、年度利
「函欺主義」と技術Ⅱ經濟（内嬢）
一一一一一九
ｙ堯
必Ⅲ
↓
…
ｌ
｜
蕊
…
ｉ
…
ｌ
、
…
…
鮖
口
で
わ
る場合でも、それは「長期的」（］§ぬ【国の【一ｍ）
‐
、
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
、
、
ｂ
、
、
であって、「短期的」（【貝凶働一ｍ（信）には傳統的な曲線経過が肯定される。「長期的」とは、「股適線」・３、く．Ｊにそって生
（釦）｜
産が鯛狼あるいは縮少されることであり、「短期的」とは、「鮫適線」・＃、Ｉ・＃からの乖離である。「股適綴」から乖離した
場
合
ｌ
た
と
え
ば
蕾
一
定
鼬
か
ら
資
本
投
入
遼
圖
定
鮒
と
し
、
労
働
投
入
の
愛
勤
腱
襲
っ
て
の
み
生
態
繊
霧
が
行
わ
れ
る
と
藪
ｉ
生
ず
る
、
い
、
、
．
、
、
、
函数が、一操業費用函欺」（因８○颪『邑碩目碩②，【。⑪冨口［巨鳥二○二）であるといわれる。こうしたいわば折衷的立場は、ヴァヅ
フーーンシーーミットが、一方の側で、生産諸嬰素の自由なる鍵動（その系として要素の限界代替性）を等鐡線（あるいは
蒲
~￣
潤
の
投
入
ｌ
そ
れ
の
「
最
適
線
」
ｉ
に
そ
っ
て
の、「資本基金」し旨「勢働基金」し同国．「材
売料蕊金」し蝉への配分ｌであり、がの「自己
房『》示金融」（、の一宮葛量昌の『巨喰）という投資金融
ｌ》表照
叫も参方式である。くり返していえば、艘系の安定化
』
１
Ｊ
掻坪恥は、「敷學的ｌ靜力學的」な計算で規定される
、
、
Ｕ
Ｖ
１
９
１
℃
、
（
皿
）
恥利鰄のではない、「力學的１通動力學的」（日の、富ロー
ｄ
く
，
、
ｂ
、
、
、
洲甑働“】のＳ‐嵐口の【一切９）に年汽の投資によって規定さ
、鰯鯏Ⅲ則諜壁緊の蕊關」 （駐加２）
・画一執〔補註Ⅱ〕ヴアッフヱンシュミット仁潴いてば、饗
１
１
願
函
蝋
が
：
崎
で
あ
る
’
零
鑓
繍
の
間
隔
が
噂
し
考術
い（あるいば一層狭墜化する）ｌと主彊きれ
二四○
Ｕ
▽
い
、
以上が、「技術的形成」から「経済的形成」・へとす‐ふむヴァヅフェンシュミットの一’生産理》酉の基本的な髄系で
ある。こうした経過の過程のうちに、彼は、「經蒼」および「企業」の概念を榊成する。一言でいえば、「經濟的形成」
の領域に入り、まず「靜力學的」な「不愛」の費用率や償格一（賃金、材料償格、利子）が輿えられるととも』」、「技
術的經誉」は「商事的經誉」（百具ロ］昔日の、一］月田⑦曰呂）に達し、ついで』「靜止」から「経済的運動」（賃金、償格、
利子などの愛動）への移行、およびそれと必然的な經螢外部の機榊への反腫とともに、「禰事的經警」は「簡事的企
「函数主銭」と技術Ⅱ經濟（内藤）
二四一
い
い
、
、
、
』
」
等戯面）成立のための基本的前提として措定しながらＪも、他方の側で）一般的に鯉費用函数の直線性を結論づけようと十
る
彼
の
騎
理
構
造
の
内
的
矛
盾
か
ら
、
必
然
的
に
渡
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
因に、ヴァップェソシュミットは、か‐公る観点から、グーテソペルクとメレロヴィヅチ（宍・富の一一の【○二国目）の饗用諭論
争を整理しようとす繭）ヴァップニンシュミットが、グーテソペルグの立論を「長期的一とするのは一面で正しい。グー
（型）
テ
ソ
ペ
ル
ク
自
身
も
、
「
量
的
・
時
間
的
適
睡
」
の
場
合
に
は
、
「
短
期
的
適
懸
と
長
期
的
適
懸
と
の
間
の
推
移
は
、
流
勘
的
で
あ
る
、
」
こ
と
も
勺
も
、
、
ｂ
を
認
め
て
い
る
か
ら
。
だ
が
、
反
面
、
皿
に
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ク
理
論
を
「
長
期
的
「
｜
と
規
定
し
た
だ
け
で
は
、
グ
ー
テ
ソ
ベ
ル
ク
の
特
色
で
あ
る
「
密
度
的
適
懸
」
の
内
容
、
お
よ
び
そ
れ
を
明
確
化
す
る
た
め
に
彼
が
原
価
計
算
制
度
を
背
景
に
し
な
が
ら
構
成
し
た
「
饗
禰
函
數
」
と
い
（題）
う
概
念
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
土
姦
と
し
て
「
收
盆
法
則
」
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
鞭
悩
な
ど
、
決
し
て
把
握
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ッ
プ
ニ
ソ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
の
い
わ
ゆ
る
「
ｇ
成
分
」
と
同
じ
一
枚
盆
法
則
」
の
理
論
的
雛
鮎
に
遡
遡
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
（則）
回
避
し
て
い
る
こ
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
ヴ
ァ
ッ
ブ
ェ
ソ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
し
て
、
「
收
雄
法
則
一
を
も
、
批
判
し
、
費
用
曲
線
の
直
線
性
を
導
出
す
る
際
に
、
グ
ー
テ
ソ
ペ
ル
ク
に
見
ら
れ
る
樫
度
の
論
理
的
首
尾
一
批
性
す
ら
失
わ
し
め
、
単
な
る
銃
、
、
計
的
研
究
》
」
そ
の
よ
り
所
を
求
め
し
め
た
一
因
を
な
し
て
い
る
。
だ
が
、
ヴ
ァ
ッ
フ
ニ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
に
と
っ
て
は
八
費
川
曲
線
の
直
線
性
と
い
う
命
題
は
、
「
利
潤
投
資
の
力
學
」
を
腱
剛
す
る
た
め
の
伏
線
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
力
鮎
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
ない。
〆（濁）
業」に到達する、といわれる。
註（１）ヨ員『：⑪、一日】一《一戸》己『○目再］・二三ご閉．ｍ・富『「．
（２）二二画『「の。⑫、三門己』豆、『の、｝］三戸Ｅロニヨ「］Ｈ扇。汀四（（包佗『の。宛Ｃ亘三四『芹や一℃、曙ごめ・房『隼
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（７）た：次の二つの場合には、解決できない。「壇素喪用西欧」の型からして、一般に等熾線への接線が生じないような場
合
、
お
よ
び
同
撫
に
等
逓
繍
が
直
線
で
あ
っ
て
、
「
単
線
」
Ｊ
へ
の
平
行
線
に
よ
り
各
鮎
で
接
せ
ら
れ
る
場
合
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
（８）二二口『『の□ぬの嵜酎己皀宜勺『ｏ皀巨一六二つ二℃の、。①」■。①「
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つ。『⑪（】二）２弓Ｒ一冒房巨口。ごく】『厨の豈由ヰユの円のの洞のヨョ■『芹包め・哩巨・
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（画）『頭一・二二●呉【の己、、云日已丘宅曰己巨天二．Ｐの。Ｐい⑬【［・
（皿）弓頭一ｍヨ回鷲口、。－］ヨ響当量『屑冒蔚昌の○ず目涛『后弓『の。】糧！』糧『
四
二
上來、われわれは、ヴァッフニンシュミットの論理展開の絆をつぎつぎにたぐってきた。しかしながら、彼の所説
を批判的に検討しながらも、一般的には、經醤経濟學の理論的基礎を解明しようとするこの小論の課題からして、草
に以上だけでは瀧足することはできなか・こ上では、まず、彼の論理構造のあらゆる側面を結集する結び目、すなわ
ち
方
法
論
的
特
質
ｌ
「
函
蝋
主
義
」
と
そ
れ
を
士
蕊
と
す
る
技
術
Ⅱ
鑿
關
係
の
鬮
鐘
ｌ
を
鯛
艤
に
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
．
と
こ
ろで、一．函数主義」の思想史的系譜については、すでに簡潔に指摘された。（二、参照）が、いまや、その立ち入った
「函数主義」と技術Ⅱ經濟（内藤）
一一四一一一
（巧）ご呉｛のロの。シ日産ご可の。テコ弄巨目ざ》『【の、一己（［＆貝○長・巨冒鼻》⑫．］葛・
（咽）ご『凹黛のロ⑪ｎ戸目苞［》雨巨の具のロワの『陀醸己具①『的巨、豈巨巨碩・凹・四・○・・⑪。噌匿・
（Ⅳ）ごく昌【の回のｎ房目量丘勺【。』巨再一ｃＰ⑩・岳『・
（⑬）三二ｍ露の二ｍＣ彦自己豆ご「弓扇、豈凰〔の日のｏ一局已戻》の。旨の．
（四）鰄力嬢（…宗）・遜鋤力學（国。ｎ房）鋤力學（○百首房）‐－‐さらに運剛殿（昏皀…房）ｌに鯛しての．ヴァッァ
ニソシュミットの特殊な用繭法については、二三『厨○冨溥の日の、冒口房）ｍの・駅１ｍ⑦．司昌ロ。［の閂を参照せよ。
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（理）向・の貝のロウ日、『。『巨目昌色、のロロの【因の【ユのワ⑩ゑユ『厨、昏呉〔の一①可『Ｐ閂や噌・ン員一・》ご訊・ｍ・悼患・田巨匡ロｃ【⑥⑬．
（羽）拙稿：收盆法則と經餐費用、経済志林、二十五巻三銃、一一五頁以下、一五○’一五一頁
（皿）ごく釣軍⑦ョ、、宮口】苞豆月の：ロ房ロロ』ご蚕『扇島四津邑Ｃ同の①頑のヨミ貰戸》⑰の。『』ｌご態
（頭）ご「貝［の巨切、冒己冨丘四・餌’○・・の．Ｅ瞳
一〈
0
ヴァッフニソシュミットは、因果性１１正確には、負８《の風⑪ｂｐｄ官⑩》》條項をともなう「箪一因果性」（旨ＣｐＣ冨巨‐
嘘
圏
一
三
ま
た
は
「
因
果
一
元
論
」
（
【
…
目
・
風
…
）
ｌ
と
は
、
「
古
典
的
な
孤
立
化
」
（
塵
…
＆
…
一
一
…
噸
）
の
こ
と
であって、それは「一一項關係」（国ョの揖屋の号の［冨岸日の）にのみ關連している。したがって、「全項關係」（帛皀、】〕の牙の‐
（１）
円冨］目】の）を経過すると、そのときには原因關係は逆になる、という。こうした見解が、原因と結果は全世界的な相
互
依
存
性
の
諸
モ
メ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
か
入
る
相
互
作
用
の
な
か
で
は
、
原
因
と
結
果
と
は
た
え
ず
そ
の
位
置
を
か
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
限
り
、
も
ち
ろ
ん
正
し
い
，
だ
が
、
ヴ
ァ
ッ
フ
ェ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
原
因
、
結
果
と
か
、
因
果
關
係
と
か
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
現
象
論
的
な
軍
な
る
事
象
や
Ｐ
そ
の
外
面
的
な
關
係
を
さ
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
既
述
の
如
く
（
二
、
参
照
）
、
彼は、た野ちに「古い因果的表象」は「新しい函数的考察」の背後に退き、因果性は函数のなかに埋没することを結
論する。だから、「このような因果的關連については……さまざまな観鮎からさまざまに判断されるので、．……科學
的な正富性のためには、より正確にいえば精密性のためには、因果關係についてはまさに何ものも言明してはならな
（２）
。
▽
、
▽
い
い」わけである。かくて、ヴァッフニソシュミットが、少くとも積極的に因果性について語るのは、「時間規定的な
依存關係」（駒の】岳の、庁一目貝のシヮ嵐口四ｍ【鼻）に限定されるので麩窪。象徴的な用語法によれば、「因果分析」は、シ
》一ナイダー（固・、…量とともロー「動態鶉」（言目…目…）ｌヴァ；《ソシ…卜の用籍
法では「運動力學的理論」（国口島の島の弓冨・「】の）１１の枠内でのみ輿えられる。つまり、原因と結果は、「事前」と
。
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几
分析をすし《めるにあたって、われわれは差し當り、手がかりとして１１ヴァッフニンシュミットと同様に、また何人
も容易に想像されうるように－－１函数・函数關係と對雛的關係にあるといわれる因果性（【豊田］颪芹）、因果關係その
‘ものを検討してみよう。
二四四
ヘヘ
「事後一（ぐ（）号の『》ｚ胃一］一〕Ｃ『》（）』・句『皇］Ｃ『》の日一旦）という「時間的系列」（斡昌［ｏ－ぬの）においてのみ、一義的に確定
され、かつ「逆韓し得ない」關係となる。この因果性の規定に對して、かの（《【巳一月旨ごＣ⑫こ］。：［媚・頁・宮のこ］。。》》
などことさらとり立て鼻、形式的な批判を試みる興味はない。ヴァッフェンシュミットにあっては、後述の如く宣言’
の斤冒・ごな關係がすべて身あり、また概念とはもともと「操作的」な、「思惟經濟的」な「手段」であるから。た蟹、
こ
Ａ
で
漣
因
果
性
を
「
蓋
し
得
な
い
」
鰯
係
Ｉ
‐
鼈
な
る
「
時
間
的
系
列
」
Ｉ
と
し
て
薑
づ
け
る
彼
の
霊
憲
繼
の
形
而
上
學的性格を確認するだけで充分である。では、因果の問題は、いかにして正しく把握しうるであろうか。わが國の經
簑
濟
學
界
の
邇
聲
ア
モ
ン
（
崖
歩
目
・
目
）
の
後
塵
を
霧
し
て
こ
綾
に
因
果
關
係
を
必
藷
篝
趨
と
し
て
ｌ
他
方
、
函
數
關
蟹
同
時
存
在
的
な
礫
と
し
て
ｌ
性
格
づ
け
て
い
る
．
が
し
か
し
、
鑓
に
必
然
的
な
繼
起
と
い
っ
た
だ
け
で
睦
因
果
性
の
鍔
の度合は、ヴァッフェンシュミットのそれから隔ること五十歩百歩である。何んとなれば、必然的な繼起を保障する
℃
ｂ
、
、
、
、
客観的な購造がしめされていないからである。これに反して、因果性は、本質と現象との辮證法的な・立槌的な論理
を基礎として、はじめて正しくつかむことができる。別言すれば、正しい因果性の把握は、對象１１客観的薇在１１
℃
℃
℃
、
そのものを、本質、一一現象との對立物の統一という構造においてつかむことを要求するのである。
ヘーゲルもいう如く、木質は現象しなければならない。しかし、本質は、うちにかくされたものであり、その輩上
の姿では自己を發現していない。だから、認識は、画擾筋熊諸現象をとらえて、これを分析して行くことによって、
本
質
１
－
護
象
の
内
飴
鑿
ｌ
に
鑿
す
る
．
こ
れ
が
よ
ぞ
よ
そ
人
間
の
あ
ら
…
認
熟
あ
ら
ゆ
る
科
學
の
一
般
鮪
な
進
み
か
たである。ところが、木質の領域に到達しただけでは、いまだ認識の過程は完了していない。何故なら、客観的資在
は、本質と現象との對立物の統一において實存するからである。かくて、認識は、本質からその發現の購造、現象形
「函数主義」と技術Ⅱ經濟（内藤）
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ノ態へ移行し、本質の認識を媒介として現象を再生産しなければならない。このような一連の、いわば立艫的な認識過
℃
▽
℃
、
、
、
Ｕ
綴
を
麺
じ
て
．
ば
じ
め
て
議
的
賞
在
の
竈
が
認
識
さ
れ
う
る
．
と
同
質
こ
う
し
た
全
臘
的
な
認
識
Ｉ
菱
形
鱸
茱
質
を
媒
、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
▽
介
と
し
て
つ
か
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
因
果
性
の
關
係
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
欝
繼
ｌ
戯
會
酌
質
繼
あ
為
い
ば
技
術
ｌ
の
客
観
的な基礎が輿えられる’か上る一意味では、因果の問題は、認識過程の鎖の一・環である賞践を規灘としてこそ、解明さ
れうるのである。ともかく、因果性を正しくつかむためには、事象の爺なる記述である「現象の法則」の領域にのみ
立ちと壁まっていてはならない。現象の認識を媒介として木質を暴露し、かつ、杣き出された本質の認識を媒介とし
て、現象をその必然的な關連で説明しなければならない。われわれは、ひきつぼいて、かＬる因果性の關係、木質と
現象との構造を、債値と費用の問題に即して具艘的に究明しよう。こうしたプロセスを通ずると、ヴーノッフェソシ『一
ミ
ッ
ト
の
「
生
議
論
」
の
み
な
ら
ず
、
「
函
徽
主
義
」
そ
の
も
の
ｌ
合
せ
て
技
術
Ⅱ
繍
濟
關
係
の
同
職
ｌ
の
就
會
鯛
盤
蝋
も
、
一
層生き生きと浮彫にされるであろう．だが、われわれは、以下でばｌかＬろ卿鬮を一蹴すでに別繍でも順扱ったの
（５）
で
’
た
畷
そ
の
業
鮪
な
霊
を
し
め
す
に
と
蝉
め
て
お
こ
う
．
さて、私有財産制と肚會的分業を前提とする資本家的生産では、各簡品の個値はそれの生産に肚會的に必要な努働
量で定まる。くわしくいうと、商品償値は⑮消費された過去の努働（努働手段と努働對象）と新たに對象化された生
ける努働とを腱化している。絶式でしめすなら、急Ⅱ。＋ぐ十日である。。Ⅱ不鍵資本、『Ⅱ可鍵資本、日Ⅱ剰餘償
値。これが、商品の生産自髄に要費した現質的費用である。か入る商品そのものの現溌的費用に對して、資本家自身
が商品に要費したものは支出資本債値を代置する部分、＋ぐにすぎず、それが資本家にとり商品の資本制的費用償格
をなす。いま、費用儒格を虎と名づけるならば、範式君Ⅲ。＋ぐ＋日は、範式葛Ⅱ丙十旨に軸形する。そこでは、資
四
六
本の基本的歴別である》不鍵資本と可鍵資本との質的構成はすっかり消滅する。これに反し豆費用債格そのものの
計算に關係して意義をもつのは、た三つの圃別１－流通過程での差異にすぎないところの、固定資本と流動資本と
の
圃
別
だ
け
で
あ
る
。
他
面
、
費
用
債
格
の
形
成
と
と
も
に
費
用
償
格
を
こ
え
る
超
過
分
・
剰
餘
償
値
は
、
利
潤
と
い
う
鞠
化
形
態
を
う
けとる。か比る利潤は生産過程で創り出されるが、販賓を通じてはじめて資現され、経鹸的に感覺されうる形態とな℃、
っ
て
現
象
す
る
か
ら
、
逆
に
謬
擢
は
流
護
程
で
慧
さ
れ
愚
か
の
譽
幻
醤
’
と
い
っ
て
も
、
蒙
制
生
讓
式
か
ら
必
然
口
少
的
に
霊
す
る
ｌ
形
艫
が
一
蕊
化
す
る
．
そ
の
う
え
、
諸
賓
本
閥
の
篝
睦
蠣
濾
議
部
門
に
鑓
け
る
資
本
構
成
の
霊
か
ら
生
ず
る利潤率を均等化して平均利潤率を質現し、それとともに商品償値は生濠償格に純化する。このように〈平均利潤率
が形成されて、相異る生産諸部面で充用資本の所興戯に照噸する平均利潤が輿えられると、利澗と剰餘憤値との間に
は軍なる質的鍵化、形態愛換だけではなく、現賓の量的圃別が發生し、それは利潤の眞の本性と源泉とを騒蔽してし
そ
れ
の
み
で
は
な
い
．
近
代
的
信
用
製
が
確
立
す
る
ｌ
利
子
生
み
案
髄
腐
が
成
立
す
る
ｌ
や
、
案
家
飴
鍵
用
概
念
臓
さ
ら
に一つの内容的修正を蒙る。利潤はいまや相互に凋立せる二つの範噂に分裂し、利子は軍なる資本所有の果賞として
現象し、企業者利得は資本をもってする箪なる機能の果資として機能資本家がなす機能の果資として現象する。し
た
が
っ
て
、
企
業
家
が
自
己
案
の
み
で
篝
す
る
と
き
で
も
彼
は
二
つ
の
人
格
に
Ｉ
蝋
な
る
責
本
所
薯
と
案
蝋
襄
と
に
Ｉ分裂真自分の利潤をぱ資本所有者としての自己に鬮する利子と、機能資本家こしての自己に風する企業誉利
得とに分割する。こうした利子と企業者利得との相互疎外的な規定性からして、機能資本家に風する特殊的機能曜
箪
な
る
騎
鋤
機
能
ｌ
糠
麹
溌
そ
の
も
の
ｌ
と
し
て
表
象
さ
れ
論
よ
う
に
…
か
上
る
表
象
が
Ｉ
脅
瓢
欝
働
一
縦
を
、
資
本
制
一‐函數主義「一と技術Ⅱ遷濟（内藤）
一一四七
一一《』【ノ◎
かようにして、もっとも具髄的な完成した姿態での資本家的鍵用は、費用佃格の形成部分、および利潤の郷化した
、
、
一一形態から構成される。それは、蝋汁鶏蕃醗工一Ⅱ画柵澱升ｓ醗冠申（蓬壷毒竺雌）＋罫響潮１猟（糞鍾噂十歌誤期）＋割一一
卓噸十庁総剤跡俳（噸掲灘）、という一般的な範式であらわされる。しかるに、資本家的愛用という現象形態にあっ
ては、それが綴過してきた縛化の多欺の媒介的環節が抹殺され、もはや認識し得ないｋうになっているから、これら
費用形成諸要素は疎外された相互に濁立的な要素として、た野軍に虚別されたものとして賞存する。他方、これら費
用形成諸要素との直接的な、無媒介的な關連で、特殊的な質料的生産諸要素が措定、あるいは擬制される。そこで、
激
憤
償
却
費
ｌ
鑿
設
備
材
料
費
ｌ
慧
霧
賀
１
１
露
利
子
費
ｌ
資
本
あ
る
い
臓
貨
幣
（
資
本
）
、
企
簔
賃
金
１
℃
、
、
、
、
、
１
６
℃
（
６
）
企業家（あるいは管理者）という、費用Ⅱ生産要素の魑系が成行一する。こうした費用Ⅱ生産要素の個汽の名辮やその
二四八
的生産の数對的性格に起因する同じ職能と混同することにも支えられて「‐Ｉ企業者利得ｌ企業家賃金（あるいは管理
賃）という現象論の根櫨となる。かくて、本質的には利潤の分割された二つの形態に外ならない利子と企業者利得
は、あたかも根源的に相異る一一源泉から生じたかの如く相互に自立化、骨化される。その結果、資本家的な表象で
は、か入る利子と企業者利得とは、それぞれ特殊的法則によって規制される凋立の費用形成要素として計算され、資
℃
じ
じ
ｑ
、
、
、
■
、
や
、
、
ｂ
木家自身のなす前沸として、資本制的生産の結果ではなく、その直接の反對物し了して、つまり前提として生産過程に
入
る
の
で
あ
る
．
こ
上
で
は
、
す
で
に
直
繧
的
生
産
過
程
で
行
わ
れ
て
い
た
毒
と
客
艘
と
の
顛
倒
ｌ
努
働
の
全
素
的
生
達
議
力
が
資
本
に
内
在
的
な
生
霞
力
と
し
て
現
象
す
る
鱸
倒
闘
係
ｌ
臓
、
そ
の
完
成
し
た
姿
態
で
現
象
し
て
い
る
．
こ
の
鯛
迩
で
、
經
蟇
濟
學
、
、
ｂ
で
は
‐
ｌ
擬
制
栞
讓
か
ら
生
ず
為
饗
剛
望
を
総
鎌
す
る
な
ら
Ｉ
「
利
懲
」
と
は
、
鳳
醗
胸
に
超
過
利
潤
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
｡
分類方法は、むろん論者により相違するであろう。が、それは問題ではない。ともかく、資本家的な費用諸要素が相
、
、
互に疎外された形態で、バラバラに、それぞれ費用を榊成するものとして現象するのに對腫して、か皇る費用諸要素
■
ｂ
▽
、
の直接的な質料的楯い手とし｝Ｌの生産諸要素は、その内的統一性を失って相互に燭立的なもの、素材的に異なるも
、
、
、
、
、
、
の、雑多、多様なものとして、だが、現賢の生産過程のなかでは、軍に調和的に共働して一定の生産物を産出するも
のとして現象する。したがって、資本家的な意識の層では、生産とは、諸要素の軍なる「結合」であり、それは、「函
欺的艘系における生産諸要素の〈共働〉」という可技術的Ｉ責物的」現象として硬直化されるのである。（四、参照）
そこから、生塵諸要素の賢物投入相互間および生霧童との鯛係（等蓋等蓋）ｌ霞た、「経済的‐貨幣的」
尺度が輿えられるなら、各要素投入とその要素費用との閥係（「要素費用函敵」）、要素投入（または「基金」投入）と
總費用關係（たとえば、資本ｌ総費用函敷）、生産物還と總費用關係（一般的な形式での純費用函倣）など、」連の
、
、
、
外面的な經濟経過の依存關係・國政關係は、容易に導き出されうるであろう。だから、「生産の函數理論」は、憤値
（本質）と費用（現象）との關連を形而上學的に切断し、一切の中間的媒介的環節を抹消し、た蟹資本家的・費用Ⅱ生・
℃
、
▽
、
露
と
い
う
現
象
繭
で
の
手
際
よ
い
事
象
の
繼
序
ｌ
雲
の
法
則
」
ｌ
を
問
題
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
一
画
激
主
義
」
は
．
對
立
物
の
統
一
と
い
う
艤
遣
を
も
つ
對
籔
１
審
鰄
騎
溌
在
Ｉ
を
辮
譲
法
的
薫
臘
鮪
に
と
ら
え
る
こ
と
を
し
な
い
で、それを平面上に投影して、直線化し、固定化してしまう。そこでは、も『（）官の『ず。Ｑ》な關連はご宮、こ〕ｏｎｇな關
係のなかに解消し、因果性とはせいぜい「逆抑し得ない、．｜「時間規定的な依存關係」であるというような、現象論的
、
、
、
℃
な、平面的な見解が支配的となる。こうした論理の主観性、局限性、一面性一」そ、まさに、資本家の意識的、統制的
、
、
、
、
、
ｎ
℃
、
、
、
、
活動、いわゆる經蒼溌践の認識論的基礎であり、それはまた、資本制生産様式そのものの歴史的、肚會的制限性杉』照
「函敷主義「一と技術Ⅱ経済（内藤）
一一四九
（７）
：
。
。
．
。
．
。
。
」
ｌ
箒
一
噸する乱〕のである。かつて、『資本論』の著者は、俗流経濟學を「外見上の關連の範圃のみをうろつき廻る」‐ものであ
るといった。この關係では、「函敵主義」は、資本主義の凋占段階において、新しい扮装をこらし、哲學的香氣すら
（８）
たＮよわしながら再生したものであるから、タイヒマソ（【・日⑦－，冒口目ロ）とともに、「近代的飽倣主義」（。①円目。□‐
（加巡）
の目の句ロロ庁ごＣ目一一の已巨の）とでも呼ぱるべき仏）のであろう。
９
℃
ロ
、
９
℃
〔Ⅷ賊〕ヴァ；ニソシュミットに、さらに・か、ろ；１本来鮒な灘“てば蝋係と同義で鰯乙函麟という臓愈Ｉが、緋鐵蝋
フ
ン
ク
チ
オ
ン
（
９
）
、
。
、
フ
ソ
ク
チ
オ
ン
鰻
さ
れ
た
懲
辨
ｌ
函
臘
Ⅱ
徽
鱸
ｌ
で
償
胴
誓
れ
て
い
る
と
い
；
・
叢
ず
・
鏑
一
膳
「
主
腿
脇
迦
的
な
趨
戯
Ⅱ
臘
鱸
」
（
…
…
・
…
ワ
ソ
ク
チ
オ
ン
百ニンメソト
同月丙（一○口）が、それで●ある。一主随關迦的な函欺Ⅱ機能」とは、機械的あるいは有機的璽素が遂行しなければならないと
も
℃
ｂ
ころの、主瞳によって指示された「課題」（しＰ［糧すの）のことである。第一一に、「質物閥迩的な特性」（鯉一、己⑦Ｎ○ぬの：国砠・
ラ
ソ
ク
チ
オ
ン
プ
ソ
ク
チ
オ
ン
…
…
）
と
し
て
の
薩
麟
Ⅱ
擬
鱸
は
ｌ
嵐
燃
崎
な
爾
麟
Ⅱ
臘
艫
と
’
い
わ
れ
る
よ
う
腱
１
輪
鰹
絢
な
も
の
と
祷
繼
腱
霧
臘
的
烏
合
している。それは、容腿、要素、器官、制度の可能的に有效な「特性」をさす。この意味での「変物朋速的な特性」は、
勺
も
ブ
ン
ク
テ
オ
ソ
第一の一主腿閥迦的一な、「課題」としての函敵Ⅱ機能に針して、需嘆の充足閥係ｌ「畷圏武現」（冒帛…口…一一色息）
プ
ン
ク
チ
オ
ン
の關係に立つ。牢例をあげて繊明すれば、食料脇は「特性」としての西欧Ⅱ概能において分剛される、しかも、それは、
カ
ロ
リ
ー
あ
る
い
は
ピ
タ
ミ
ソ
の
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し
て
、
逆
に
、
カ
ロ
リ
ー
は
蛋
白
甑
、
胴
肪
、
あ
る
い
は
含
水
炭
素
に
よ
っ
て
鯛
わ
れ
て
い
ブ
ソ
ク
テ
オ
ン
ろ。ものに分剛され、ビタミンはさらにアルファベット順に配列される。こうした食料砧の「特性一としての函蝋Ⅱ機能の
プ
ソ
グ
チ
ヰ
ソ
あらゆる分剛は、それらが人間の値のなかで賞現すべき》課題」の意味でのさまざまな函鮫Ⅱ職能と朋述し〉しいるのであ
、
ｂ
ワ
ン
ク
チ
オ
ソ
る。第一二の狭義の函敷Ⅱ機能は、諸蛾の歓學的な依存棚係であり、いわゆる「函倣理錨」の礁礎である。それをこえて、
、
、
ブ
ン
ク
テ
オ
ン
キ
ネ
ー
テ
イ
グ
デ
イ
ナ
１
４
、
ク
ブ
ソ
ク
テ
オ
ソ
第
四
椹
・
爾
磁
Ⅱ
臘
鵬
臆
・
力
曝
ｌ
と
く
に
、
週
動
力
礫
や
鋤
力
曝
と
の
鯛
遜
で
も
使
胴
さ
れ
る
僥
し
か
る
と
き
に
瀧
、
函
麟
Ⅱ
鱗
鱸
喰
、
力
蟻
的
な
鯛
係
ｌ
と
い
っ
て
…
た
る
魁
憾
形
式
ｌ
懲
意
雛
す
る
こ
と
腱
獲
る
一
マ
ン
ク
チ
オ
ソ
、
、
勺
、
ところで、か上る瞬裟の函数Ⅱ機龍の鰄理を粁鍬にして●も、また、生産過程』Ｌおける緒鞭象は蚕本家的恒磯序しうるで
あらう。何故左らぱ、各生藤Ⅱ饗附要素・変随催、外的に．くう．〈ラなしの、｜各孤立したヱー恒らか塁わらず、それは「主
弓
●
。
Ｊ
一一五Ｃ
以上において．われわれは、「幽敷主義」の本質と合せて資本家的な生産Ⅱ費用理論の艘系を明らかにしたので、
いまや經濟の技術化、あるいは技術Ⅱ經濟關係の同置という平面的、主観的な論理の構造も容易に理解できるである
、
、
、
う。というのは、技術的生産諸要素といっても、それは、内的關連をひき裂かれて相互』』自立的諸形態で骨化し合う
、
、
、
ｂ
費用形成諸要素の、直接的な質料的構い手として擬制されたものに外ならず、裏返していえば、質料的生産諸要素の
「函敷王裟」と技術Ⅱ經濟（内藤）
二五一
一
９
。
←
吟
、
●
●
『
・
ソ
ク
チ
オ
．
ソ
も
、
腿鯛迎的一《｛、つ主り企業家によって測り術てられた「擬題」としての薗數Ⅱ機能のゆえ》」没入二一一れ、鯛和的に共繊すら
か
ら
で
あ
る
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
賓
髄
、
一
物
そ
れ
目
随
一
と
し
て
で
は
な
く
、
生
産
嬰
素
、
た
と
え
ば
資
本
を
「
腺
題
」
と
し
て
の
フ
ソ
ク
テ
オ
・
ソ
函歎Ⅱ機能において認識すれば、不必痩な「社街的誤解の根本悪」は除去しうるのである。さら』』、か’こる生産「課題一
プ
ソ
ク
テ
オ
ソ
と
の
鬮
邇
で
．
「
澱
魑
：
」
に
お
け
る
議
璽
素
・
滋
魍
の
函
鐘
Ⅱ
鱗
鱸
（
「
震
物
臘
迦
的
な
祷
性
」
）
ｌ
グ
ー
ラ
ベ
ル
ク
の
表
現
を
＃
（
、
）
・
れぱ「股適生産性の條件」（国⑪』ごｍ巨砲の二．ごニョ色一の『同『媚】の三頃云⑦一戸）１－‐がとわれねばならない。｜例としてわれわれ
は、生産襲素・労働の「形成」１１それは饗素愛用（労務費）の「形成」とになれ難く結びついているがＩＩｌをとりあげ
（ｕ）
て柔よう。そこでは１１ヴァヅフェソシュミットによると‐－‐‐作業研究は、三つの方向で發優した。「嚇力學的」な－１
完全な一課業形成」を結果するという意味で「静力學的」な「時間研究」、｜迎動力學的」な‐－－「動作研究」、および「動
力駿的一雄‐Ｉ「臓鰄的」、「筋鬮的」（生物醗鮪ｌ生理蝋的）、「神鰹的」（心瓢禦的）た一力の研究」が、これであ一ろ．
ｇ
向
ツ
プ
ｂ
、
リ
ロ
プ
プ
か上る作業分析を通じて、労働の「妓善形成」、駅務が櫛成され、縞成される。ついで、か上る職務‐－－「変物朋迎的な特
ヅ
回
ツ
プ
性」－－‐のトレーガーとしての蜜腿・労働者が麹探され、訓練、配腫される。しかｊも、職務の分剛の進展には－１－「特性」
の細分淀』は、それが組糸入れられる魑系の分割が閥係する如く－－‐「組織階梯」（。『彊已圏二目、⑪Ｅ【。ｐ）の高層化が針
（
吃
）
、
、
、
、
フ
ン
ケ
テ
オ
ン
態するのである。なお、第一一一、第四の函敷Ⅱ機能概念の適用、Ｉ‐Ｉつまり、生蔽の蚊學的および力學的な剛係は、すでに
プ
ソ
ク
チ
オ
マ
ソ
詳述したので、こ上で改めて問題にする必要はない。とｊもかく、変鐙を現象論的に－，函敷Ⅱ機能のトレーガー‐」と規定ナ
ブ
ン
ク
テ
ォ
ソ
る炭義の函歓ⅡⅢ槻脂概念をＪも含めて、一般的に、「函敷主義」の資践的役測、北よびそれがしっかりと根づいている吐街
的
選
盤
は
右
の
琴
察
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
▽
、
や
．
、
℃
い
『
質物的投入避（「賓物饗梢」）にそれぞれの要素佃格を乗じた升⑥のが、費用（「貨幣饗梢」）として現象する關係にある
℃
、
、
、
からである．したがって．資本家的な意識の屑ｌ資本制生産のもとでは必然的な企業家豊賞－１では、「技術的
、
、
、
ｌ質物的」生産（「技術的形成」）と「經濟的ｌ貨幣的」生産（「經濟的形成」）とは軍なる表裏の關係、いわゆる「對爾
℃
▽
、
▽
的な織造」で資存するのであり、たⅨ尺度表示のみが両者を湿別する升ｂのとして表象されているのである。ヴァッフ
ニンシュミットのやることは、こうした企業家的諸表象を彼特有の榊圃でもって髄系化し、術學化するだけである。
つまり、こうである。エルンスト・マッハがすべてを「感覺の複合」で置き換えたと同様に、一切のものを函欺・關
係のなかに解消しようとする「函欺主義」は、主艘、客髄、關係の一一一要素、いわゆる「一一一元性」－１と「一一一屑領域」
壹
吻
・
罫
…
…
房
）
ｌ
を
基
礎
に
す
え
て
、
「
人
間
文
鯛
と
文
化
」
の
「
圖
式
」
を
作
り
上
げ
る
．
こ
の
「
闘
式
」
の
な
か
では、各「關係領域」は外的差異によって圃別され．形式的同一性によって相互に移行する。技術は、「客艘（物）
Ｉ客魁（物）關係」であり、政治とは．「主髄（人）ｌ主艘（人）關係」となる。この「変物世界」と「人間世界」
（皿）
との間の「虹の橋」。「中間世界」が經濟であって、それは「客髄（物）ｌ主髄（人）關係」である。が、この「客繼
（物）ｌ奎協（ん）關係」が「客寵（物）ｌ貨幣（物）」によって「代替」されると、經濟は「トポロギィッシご
℃
口
、
、
、
に技術「領域」に郷位し、技術Ⅱ經濟關係の同置が生ずるわけである。（一一一、参照）だが、現在では、か’聖る「客髄
（物）ｌ主題（人）關係」のうちに髄現されている効用問題を．反正面からとりあげて、今さら反駁をくわえること
はむしろ滑稽ですらある。効用理論、とくにその近代的な限界効用理論が十九世紀の七○年代に凋占の形成にともな
い
ｌ
鵜
占
個
格
の
篝
づ
け
を
狙
っ
て
ｌ
竪
し
た
こ
と
や
．
そ
れ
が
醗
諭
と
し
て
す
で
に
不
耐
圓
な
破
溌
を
と
げ
た
こ
と
も
今
日
、
、
▽
、
、
、
では、周知のことであろう。こ‐１では、た堂、ヴァッフニンシーーミッーｒが、つまるところ、貨幣を軍なる「操作的な
一
五
使用可能性一としてとらえ》「手段的」な『尺度機能」としての必要性から、反ｌ論理的」ではあるが一貨幣効用胸
、
、
蝋
」
の
直
線
性
１
１
イ
ン
フ
レ
．
デ
フ
レ
と
と
も
に
尺
驫
正
Ｉ
違
臘
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
も
う
一
度
指
摘
す
る
だ
け
で充分である。（三、および四参照）いづれにしろ、貨幣が客髄（物）として擬設されると、既述の如く、技術Ⅱ經
濟の同置という現象論的、資本家的な論理は完成する。ヴァッフニンシュミットにならって中性的な衣で包被するな
▽
、
、
、
らば、「賃殖學」，の「關係領域」が形づくられ、經濟は「經濟技術」となるのである。そして、そこ杉』は、經濟的ｌ賃
ｂ
Ｕ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｄ
、
℃
（
皿
）
幣的諸關係のすぐれた「精紳的形成の手段」として、技術「領域」と同様に數學や力學が入り込む。何故なら、對象
の
立
艘
的
、
辮
證
法
的
な
織
造
を
形
而
上
學
的
、
平
面
的
な
論
理
に
還
元
し
、
す
べ
て
の
も
の
を
現
象
論
的
な
依
存
關
係
、
ま
た
は
軍
に
「逆輔し得ない」關係にすりかえる「近代認識論」・「画数主義」の本質からして、經濟諸事象を整序し、記述し、
Ｄ
、
、
、
計喪するための「思惟手段」として、敷學や力學にその第一次的な意義が輿えられるのは、理論上、當然の歸結であ
ろう。しかも、こうした經濟事象の「敷學化的および力學化的な科學化，｜は、資本主義の矛盾が探り、考察される依存
、
、
、
、
、
關係の形式が複雑となり、その數も不断に増加し、かつ諸量の規模が擴張するにつれて、資本家的な意識的活動、經
誉資践にとりますます不可鉄なものとな薙』もちろん、「生産手段の所有」というような問題は、「整序圏式」が教え
（肥）
てくれるように、「政治的ｌ肚會的領域」、「經濟する人間の關係」に風するのであって、本来的に經濟外的なことが
らである。かくて、「經濟數學」や「經濟力學」が發展することは、經濟砒會の危機の、資本家的な意識層における
▽
、
、
、
、
（刀）
反
映
を
霞
味
す
る
の
で
あ
る
．
だ
か
ら
こ
そ
．
「
賃
殖
學
」
ｌ
そ
の
現
代
的
形
餐
ま
さ
し
く
一
幕
藩
的
な
蓬
と
力
學
」
（ぬの目の：日の目の旨ｍｓＣＢｇ房日昌冒の、冨已六）という姿態をとらざるを得なくなっている。
註（１）言“魚の二ｍ○一〕冒目》弓『・・鳥二・二》屋鼠②ｍ・闇【［・唇・巴ｌご
「函数主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
一一一二一一一
（
６
）
こ
の
鮎
に
閥
し
て
、
マ
ル
チ
ソ
・
ロ
ー
マ
ン
は
、
「
国
民
經
澗
的
な
給
付
翻
緬
」
と
「
綴
徽
經
濟
的
な
賢
用
グ
ル
ー
プ
｜
と
の
對
噸
閥
係
か
ら
、
「
經
掻
經
濟
的
な
生
産
製
索
」
の
腿
糸
を
導
出
す
る
、
と
い
う
方
式
を
も
っ
と
も
純
粋
な
形
で
展
開
し
て
い
る
。
夛弓旧◎豈月ロロロロ⑭同旨席画ゴ『巨。頭ご＆の唾の［【一①す切言一『厨、｝国〔厨一①ロ汽の。⑬。シロ「一・］①、、》⑫、。⑬『ｌ喰襲。
（７）【・三ｍ『〆汕】〕騨眈【四℃】国一・円。□）の衝くの『ｌｐＦｇ詔。、．⑭『・司巨臣己Ｃ【の笛
長
谷
部
鰍
（
冊
木
文
叩
版
）
、
鋪
一
分
冊
、
一
八
六
風
（８）で『。【○床○二二。『【（》。「の『の二Ｎ色⑦⑭旨⑪二目扇冒『三三「厨、豈員［鱒三一脇の。晩の一】②『〔の己弓の】この『己侘巨扇の一息』】シ云騨二命日盲』⑰『ニベー溌，
Ｅ】⑭Ｃ営昌（⑪己刷巨司。『一弓】ぐ。日器１選。〕四．ＥＰ『巳患概巨二Ｃ日『一】のョ巴三●一『厨●す呉［［三（］三一『扇の一】員扇三一畷昌一坊っ一国『一律二一『】
三ののこの具の、亘四口ｇ邑劇や宍・閂⑪一ｓ目巴冒》⑫．】しＰ
（９）三．呉帛のロ⑩、ゴョ三斤円の。苣巳穴巨ロニヨ●｝『厨の三四『【烏『の①硬のロ蚕国『【。届９国のｍ・己ｌ望．．
（Ⅲ）団・の巨斤のロヮの【ぬ》国の芹］のすのゴミ『蕨向き色［扇］の彦【のごＰ》⑭．シ自「一・や屋副・め・旨【［，
（ｕ）ご言貰【のロ⑪、ゴョ三斤如月の。｝】皀房巨口旦乏●一『岳、ゴ菖斤』の『の①侭のロ署■『辱め・］巳魚・
ぐ、一・己の『⑪。］すの》円のロゲロ房巨口。『言『房、ゴロ（〔》］圏いやの。】巴【『・
（皿）ご泊｝・二「員（の。の、昏目〕一鼻切目の、ゴロ房ロコニニ『）『｛駕辱個戸号『の⑦頭の昌国『【『のＰ屋山（（『こ『岳、『
（画）ごく勢｛『の一］⑩。豈日一万ｍごｐ○・》⑩。塑一
の辱。高『、、西日一号》【
』②切司。ｍ｝の。、軌ｊⅢ『二・
（６）この鮎に閥して、一
己《》『鷺］ｓ兵蝕巨（〕臣（の回すの■ぬのご具の『鯨巨、一三回媚ご侭【宮同・・ｚの臣Ｃ句。］砿の己切・］色二『殉・匂岳認草唾・暉己。
（２）ごく固［『の。⑪ロコョご【筥）四ｍヨヨーュ⑩、ヨ菖斤いぃ罵巨日田Ｃａの．皀冨》⑩。】⑬。
（３）ごく②魚のロの○一】ロ再三［》弓円（》。■丙二○Ｐ⑪。］の罰
ロ。『②の］ずの》一二弓［⑪、ぽぃ玲芹⑩ロ胃ｃの｝国口一天・』＠ｍ『可の。』『聾
（４）ぐぃ一・国・の。二口の己の日岡旨【毎昏Ｈ戸口、ご皇の二三『【⑪、ロ呉〔の号ｃｃユのご曙・臣の一一ご巴度奪い．〕召．
（５）拙稿。。収益法則と經憐数用、經濟志林、第二十五毬三暁、一三六頁以下。なお、次の文献もある程度参考になる．
●辱。高『、、耳己号》ロの吋○彦四『、三の『ユの『【、己一国一一の庁一のつぎの。■の［『一のワ印ゴー『厨●ず四『扇一旬可『の色。』凸角⑪ｏＮ－ｐ－の二国の（【】●ずめつ◎二斤房。
二五四
暉司⑬。
最後に、われわれは、ヴァッフェンシュミットの「生産理論」そのものの特質とその現賀的背景とを説明すべき段
階にきた。ところで、彼の「生産理論」を軍に「經鶴費用論」という局面から眺める限り、それは既述の如く、あた
かもグーテンペルクの立論を「長期的」、メレロヴィッチのそれを「短期的」として、両者を「辮證法的」（？）に
「綜合」しようとする構造すらもつものであった。（五の「補註Ⅱ」参照）こうした折衷的立場こそが、彼をして「收
盆法則」を批判し、純愛用鮒赦の直線性を導出するプロセスのなかで、少くともその理論的韮礎づけを放棄させるに
℃
、
い
た
っ
た
誘
因
な
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
ｋ
か
上
る
断
層
は
、
ヴ
ァ
ヅ
フ
ェ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
か
ら
す
れ
ば
、
は
じ
め
か
ら
問
題
で
はあり得なかった。それは、上述の方法論的検討もしめす如く、因果關係は「時間規定的な依存關係」であり、した
がって一．運動力學的理論」の領域に属し、他方、軍なる依存關係は「靜力學的理論」の枠内にとどまるといわれるよ
うに、彼の理論髄系はもともと形而上畢的な二元性を前提とするものであったからである。われわれは、こ上までき
▽
、
｝」も、このような反駁をくりかえす競りはない。むしろ、こ上では、彼の理論榊造のより穂極的な側面を追求しなが
ら、そこにひそむ問題状況を明らかにしようとするのである。そのために、差し富り、彼の理論的網系の基本的なシ
「函數主義」と技禰Ⅱ經濟（内藤）
二五五
ぐ頑一・つの『、の］ずの釦自の、ゴロ一天ロロロヨヨ『扇、夛色（［・めゅ・咀巳ｌ凹巨・
へ狸）三●員百一］酢。一一日国豆、円の○す昌一〈巨目』ヨニ●一『一の。一己『【ユの『のＣ垢Ｃヨミ色『【づめ・凹認・
（嘔）ぐ預一・》ご貝｛の。⑪、ゴョ三口四・酋・○・・ｍ⑪。９１℃『・
（咽）ヨ●員【のロ⑫●す日三丘画・色。。。ご脆溺。ｇ産巨・巴⑤。
（Ⅳ）二●員（のｐｍｎ声日苞豆口・ロ．。・・の。弓。。
七
一■
。
、
Ｉ
’
二
五
六
ニーマをモデルにしたがって、もう一度展望してみよう。（五、参照）
、
ｂ
、
まず、技術的には、努働目§「技術的資本・」」§および材料閃＆の投入と、生産物過ｍとの關係は、質物的な「座
標
室
間
」
卿
遷
蝋
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
．
つ
い
で
二
回
限
り
の
支
出
ｌ
「
靜
力
學
飴
」
な
幕
一
鑿
」
投
入
ｌ
の
尺
度
が
輿
えられると、一定の生産物量ｍを生産するに必要な要素投入に對應して、「勢働基金」周回．「資本基金」冬．および「材
、
、
、
ｂ
も
ｖ
料
基
金
」
鰹
『
が
確
定
し
、
第
一
の
經
蕊
厘
標
蕾
諺
づ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
．
そ
し
て
．
こ
れ
ら
「
華
金
一
Ｉ
あ
る
い
は長期的に固定的な資産在爾－－－は、財産目録で確認され、その結果は侍齢積對照表のなかで表現されるのである。さ
らに、この「靜力學的」な頭丞金」から明確に匠別されて、また「技術的ｌ質物的」要素投入と依存棚係にある、経
▽
、
、
ｂ
、
▽
常的な、「期間適合的」な費用をしめす第一一の経済的「座標室園が織成される。【。＋厩十房。Ⅱ」厭圏＋ごｓ＋対圏。そ
して、これら「期間適合的」な澱用は、「動力學的」な損金計算のなかに注ぎ込むのである。こうした一技術的Ｉ質
物的」尺度、「靜力學的」な「基今ご投入尺度、経常的な「期間適合的」な費用に對する貨幣尺度という尺度の三重表
示と、照瞳する三領域設定の構想や、財産計算と損盆計算の分離など、それは、ドイツにおける仰統に即していえば
（１）
ｌ
「
妻
ヴ
ァ
ッ
フ
雲
ソ
シ
蘂
ミ
ッ
ト
自
身
も
一
一
實
及
す
る
の
だ
が
ｌ
か
の
う
リ
ッ
ッ
．
シ
…
卜
三
国
、
同
旨
量
嘉
起
させるものがあろう。だが、シュミットとの關係では後の理解のために、次の鮎を指摘しておけば充分である。それ
は外でもない。シュミットの「相對的資本維持」の原理は．理論上、賀践上諸難鮎を伏在しているとはいえ、マルチ
（２）
ソ・ローマン（ご【・田○丘曰四目）・も述べているように、「それは、財務および投資過程を再び掻く前景におしやる」こ
▽
ｂ
、
１
℃
ｂ
と、これである。ともあれ、第一一の經濟的「座標空間」が形成されると、いわゆる二薮用最小線」、「最適線」・Ｚｌ・仏
が一義的に決定される。この「最適線」・Ｚ１．２を基礎として、一般的にいえば、生産を《《（制（日扇○冨旦、苫に關連せ
〆
－－１－
７７●凸Ｕ■ Ｐ
ｂ■、■
、
、
では、一艦、ドイツにおける「自己金融」の賢際はどうであろうか。こ・坐で、われわれのいう「自己金融」とは、
Ｕ
▽
Ｕ
ｂ
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
利潤の投資、一定の配當支挑後企業に留保された利潤の資本への韓化の一意味であって、正常的な減償償却資金などを
、
、
、
で
、
、
、
、
、
、
、
、
（
４
）
、
Ｕ
も含む、いわゆる「内部資本調達」（甘口の具ご目昌の目ごｍ）のことではない。か上る意味での「自己金融」・ＩＩドイ
、
、
、
、
刀
、
、
、
、
、
、
シ「經管財務論」の定義では、いわゆる「眞の自己金融」（の…、。」ず醜爲…圏…噸）Ｉの規模について臆、意見
はまちまちである。何故なら、ちょっと考えただけでも、秘密積立金の評債という面倒な問題が介在しているからで
「函数主義「｜と技術Ⅱ経済（内藤）
二五七
う
し
た
関
連
で
、
ヴ
ァ
ッ
フ
ニ
ン
シ
金融，一の問題が浮び上ってくる。
Ｕ
しめると、総費用画数が成立する｝」とになる。他方、生産物債格赤が、市場調査の結果既知であれば、生産物量ｍに
℃
、
依存して收入ｅ、したがって收入幽數が得られる。かくて、第一に總費用は、生産物量の函數として把握される。この
、
ｂ
▽
關達では、生産性１１寳物的にはＹ要素投入當りの生橇伽量創引軋一》一Ｍ「劇『‐‐、賛榊艀には、費用軍泣當りの收入
鬮雛卵剰ｌⅡ小が確認されるのである．また、第一一に、総費用は、資本量に依存しても把握される。それは、收、ｂｂ
礒性Ⅶ１１刷則》即‐Ⅱ「馴俳（ｇⅡ利潤）１１を測定せんがためである。このような計算鰹系１－會計１－１のうえに
立って、今度は「利潤および他人資本投資力學」（の①ョごローロ己同円のロ〕鼻：】日］甘く①叩曄の目□ぬ切目の、宮口房）１－‐「經誉
（、。）‐
℃
ｂ
、
、
財務」領域－１‐が築き上げられる。しかも、総費用函倣が少くとも直線的であり、かつ、收入函數も同様に直線的な
經過をとるとすれば、そのときには、髄系の安定化・均衡は、「倣學的Ｉ靜力學的」ではなくて、「力學的ｌ運動力學
的」にそのときどきの資本在高によって規定される。すなわち、資本投入の進展、經瞥の披張－１「最適線」・・仏、～’
にそってのＰＲ●＋し建国＋し』Ⅳ。「基金」の増大１－‐は、年度利潤の投資、「自己金融」によって輿えられるのである。こ
うした関連で、ヴァッフニンシュミットの構成する「投資制約的」な生産モデルの本質を解明する鍵として、「自己
Ⅵ
◇
０
■□午．■
》
二
五
八
鬘ヴァッフラシニミットが圭として依櫨したスイスのゲルヴィ溌上（屏○・臺腫その近箸で、Ｉ〈‐
ゲスト（尻・賃§）とともにＩ’九四八年から一九五○年にわたって、ドイツに錆ける「倒已金臘」の費金調達
総額に對する割合を平均お上よそ七○’七五％と見積ってい蕊が、こ上では、投資金融の全艘織造とその歴史的趨
勢が重要なのだから、この鮎で好都合なエールリッヘル（。「の目曾同旨］】＆の円）の研究（の①一二百℃旨｝ず量目、ロ己
河
田
一
菖
旦
巨
言
．
量
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
．
エ
ー
ル
リ
ッ
ヘ
ル
陸
「
貨
幣
案
形
成
」
Ｉ
資
金
の
供
給
側
‐
‐
（６）
と
「
議
案
形
成
」
Ｉ
賛
金
の
需
要
側
Ｉ
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
「
自
己
露
」
の
鑿
算
定
す
為
．
大
づ
か
み
に
い
え
ば
、
こ
い
、
、
うである。一方、供給側では、まず長期の外部資金が計算される。そのために、日、「岡内大衆（個人および非金融
企
業
）
の
有
綴
譲
議
鱗
入
」
曰
、
「
長
期
の
金
織
機
譽
用
』
ｌ
長
期
の
銀
行
信
用
（
蟇
證
霧
鱗
入
遼
含
む
〕
、
隈
臓
葡
祗
や
建
築
貯
蓄
金
庫
（
…
富
…
ロ
）
の
投
資
そ
の
他
１
貝
「
見
返
り
資
金
」
（
の
③
…
…
三
、
㈲
、
「
墨
墓
」
ｌ
戯
會
、
、
、
、
お
よ
び
失
業
農
か
ら
の
投
資
を
含
む
ｌ
が
、
統
計
的
に
加
工
、
操
作
さ
れ
て
合
算
さ
れ
る
．
磐
糯
要
側
で
は
．
「
讓
鑿
」
、
、
、
から減債償却額を控除して「純設鉾岬投資」（長期の「費物資木形成」）の額が、同様に統計的に確認される。ところが、
長
期
蟇
の
一
謹
箪
な
る
財
篝
鰄
１
重
篝
鑿
の
購
入
ｌ
の
た
め
や
、
墓
住
宅
篝
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
寂
替
投
資にも使用され、その外．投資統計のうえでは投資と計算されない他目的のためにも使用されているので、これら金
額が資金需要側に追加されねばならない。エールリッヘルは、この追加額を經鹸的に「純設備投資」の二○％とふん
で
い
る
．
か
よ
う
に
し
て
、
「
譲
備
投
寳
』
に
そ
の
二
○
％
の
繼
加
分
嘉
算
し
た
総
額
ｌ
長
響
金
糯
要
總
鱸
－
－
か
ら
、
上
述
の長期の外部資金を差引くと、残高として、「自己金融」および設備投資に利用された短期信用との「混合額」が算
出されることに麓・菫この「混合額」の内部構成や．逆に震た「自己金融」など長期資金の在庫部面（矧期の
「貿物資本形成」）への流用なども、投資総額と信用の増加總額、あるいは在庫形成と短期信用とをつきあわせるこ
（８）
とによって．精繊にすることは可能である。だが、一雁の目安としては．、上記の差引残高としての「混合額」をその
主人、純設備投資に對する「自己金融」の割合をしめすものとみなしてさしつかえない、とエールリッヘルはいう。
こした計算方式については．たとえば、エールリッヘル自身も認めるように、財産取引などに對する二○％の追加額
が過少であること、また、「純設備投資」を算定するために「総設備投資」から擬除した莫大な減個償却額のなかに
は、明らかに利潤部分が隠されていることなどを考慮すると「自己金融」の資際額は、エールリッヘルの推定欺字よ
りは一層大きくなるであろう。が、こうした問題には、あまり深入りしないでおこう。ともかく、以上のようなエー
、
、
ルリッヘルの計算によれば、一九四九年から一九五一一一年における西ドイツの長期資金の供給源泉は、「第一表」の如く
（９）
總括されるのであ苞か上る長期資金の供給源泉の表から、われわれは、容易に、一九四八年の通貨改革後の資本市
場の辮鐘的特質を推察することができるであろう．それは、ｌエールリヅヘルが鰻調しているように’二畳でい
え
ば
「
大
衆
の
有
鍔
霧
購
入
』
の
後
退
で
あ
り
、
他
方
、
「
財
馨
金
一
と
「
自
己
金
徽
」
ｌ
と
く
に
馨
ｌ
の
認
鯛
な
噛
大
で
あ
る
．
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
急
激
な
る
慧
敏
ラ
ポ
ー
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
三
年
に
わ
た
っ
て
．
純
識
繍
投
資
の
鬮
興
悪
に
對する比毒平均一一殿ｌを支えたの建純議痩資金融総瀬の賢に七ｃ％以上にも蕊した「自己毒と鬮家
財
政
に
よ
る
霧
貯
蓄
腱
外
な
ら
厳
い
．
こ
う
し
た
傾
向
は
、
’
二
「
ル
リ
ッ
ヘ
ル
迄
し
た
が
っ
一
ｉ
饗
改
戦
後
の
現
紘
を
、
一
九二六年から一九二九年の、いわゆる「合理化時代」や、一九一一一一一一年から一九一一一八年のナチス・再軍備時代と比較し
（ｕ）
てみるならば、一層はっきりするであろう。（「第二表」参照）すなわち、「合理化時代」においては、長期資金の源
泉として、いまだ依然として、一；園内大衆の有償證券購入」が第一位を占め、それに「長期の金融機關信用」をもく
一「函欺主義」と技術Ⅱ經濟（内藤）
二
五
九
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鯛考，（１）「ｖ,自己金融」の項目のうち，設術投資に利用された短期伯用の
｜占める剛合は,1949年～1950年においては可成り大い゜しかし，１９５１
年以後では，逆に在印金駐に多額の「自己金融」が利用されている。
｜したがって，「ｖ，自己金融」の項目の中には短期慣用は全く含まれ
叩ていない。いや，いい得べ<んぱマイナスの短期憤用が含まれてい
る，と。
（２）上妃の長期資金の源泉表からは除外されている英大な減個償却資
金を附肥すれば，次の如し。すなわち，1949年～1953年にかけて，
それぞれ，6,231,6,364,8,070,9,543,10,248（剛位百魂ＤＭ）で
）ある。
､､
わ
え
る
と
、
両
者
で
あ
っ
て
設
備
へ
の
純
投
資
金
融の六○％以上をもカバーしていた。しか
るに、大恐慌以後、一九一一一一一一年から一九三
八年にかけては、「自己金融」の比率は、一
八％ｌ蟇ばもっと大ぎいといわれる、
ｌ
と
り
わ
け
、
一
九
三
葦
以
降
霊
繍
の
テンポが高まるにつれて激堀した「財政資
金」は、二四％、雨者で長期資金の四二％
を握り、他方、「國内大衆の有償證券購入」
は一○％に減退した。第二次大戦後、とく
に通貨改革以後の過程は、このようにすで．
にはじまっていた資本市場の榊造的鎚化を
弧力におし進めて行ったのである。「自己
金融」、四四％、「財政資金」、三○％、計、
七四％、「園内大衆の有償證券購入」、二
℃
、
％。なお、以上の長期資金の源泉とならん
で、その診鰯を検討してみても、愛貌は明
二
六
○
⑧
●
㎡,（％）〔第、、表〕
￣ 1926～192911933～193811949～1953「函欺主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
ｴ,園内大衆の有倒鐙券購入’３１ 10 ２
4８ 2０Ⅱ,長期の金鯉機關伯用Ｉ３１
６Ⅲ,外國借歌 1３
〃｢回虹悪
Ｖ，目己金融 1８ 4４11
(1)1938年以前は，苗ドイツ帝國。1949年以後は西ドイツ（連邦共和
園)。
(2)1933年～38年において，金融機IHI信用の比、がとくに高いのは，
金融機閥によって引受けられた特別手形(Arbeitsbeschaffungs・und
Mefowechsel）が加算されているため。因に，この特別手形の金融
機閥侶用のうちに占める割合は，1933年～38年平均で，２８％に及ぶ。
(3)1933年～38年，外國借款の比率が鋏除しているのは，傲迩，しか
も，その腫倒的部分は外国の卒倒切下げ，のためである。
1949年以降は「見返り資金」のこと。
その他の，計算方法などは，〔第エ変〕に準ずる。
繍考
（
白である。たとえば》有償篭券發行使一一○年代に
（辺）
は、，優に長期資金の五○％以上に及んでいた。しか
し、一九四八年以後では、もはや昔日の梯はみられ
ない。メレロヴィッチは、通貨改革後、「一九五三
年を含めてそれまでの株式發行は、大部分、外部か
らの虞の資本流入ではなくて、寄愛え、株券の交換
等貨である雨）といっている。もちろん、われわれ
は、か上る資本市場の榊造的愛化をもたらしたもの
や
、
そ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
ｌ
ニ
ー
ル
リ
ッ
ヘ
ル
が
輿
（ｕ）
味
あ
る
曇
を
し
め
し
て
い
る
が
ｌ
立
ち
入
っ
て
鑿
す
る計駐はないし、また、「自己金融」とともに、資
金
の
効
率
的
運
用
を
保
護
す
る
措
圃
と
し
て
、
「
傅
來
の
銀
行
制
度
の
質
的
な
信
用
決
定
に
比
し
て
、
全
く
遜
色
が
な
い
（巧）
と
思
わ
れ
る
」
、
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
分
橘
的
經誉管理方式をとりあげる餘裕もない。た箕、こ上
ではｌｌ少し餘論に逸したがｌヴァッブ鬘ソシニ
ミットの「生産理論」の特質を規定するためのステ
ーーーハー
二六二・
℃
、
ッ。フとして、「自己金融」の現實がつかめれば結構なのである。
ともかく、上述の如く、『自己金融」が投資金融源泉の核心的地位を占めるや、それとともに、かの「欺學的Ｉ靜
力
學
鶴
」
な
均
衡
鶉
が
、
「
操
作
的
な
使
用
可
瀧
性
』
を
喪
失
す
る
に
い
た
る
こ
と
は
、
ｌ
霊
的
に
は
と
も
か
く
Ｉ
歴
亀
現
實
的
に
は
必
然
的
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
利
潤
は
す
っ
か
り
外
部
に
と
り
出
さ
れ
て
、
費
用
と
同
様
に
消
滅
し
て
し
ま
い
、
企
業
は
た
畷
そ
の
霧
ｌ
「
最
大
利
廻
」
に
し
ろ
、
「
利
潤
極
大
鮎
」
に
し
ろ
、
あ
る
一
定
の
休
止
鮎
均
衡
総
Ｉ
を
鐸
し
っ
蝉
け
る
、
峠
と
い
う
假
定
は
、
そ
の
現
賢
的
な
足
場
を
う
ば
い
去
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
上
か
ら
、
新
し
い
方
向
と
し
て
、
「
力
學
的
ｌ
運
動
力
學
的」な投資理論、「利潤投資の力鴎こが、今日的な「使用可能性」をもつ「手段」として登場してくるわけである。
と
こ
ろ
で
、
「
自
己
蓋
」
は
、
認
糯
Ｉ
と
く
に
株
式
ｌ
震
行
と
い
う
古
典
的
な
企
業
金
融
（
「
綴
祷
務
」
）
方
式
と
曇
り
、
む
し
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｖ
ろ、資本蓄積の形式としては、財政資金と同じく、直接的、弧制的、暴力的な性格をもっている。マルチン・ローマ
ンがいみじくも指摘したように、刀圓己金融」の弧行は、大衆を「無名の資金供給者にする」、が、この「資金供給者
（皿〉
は、むろん、弧制された自己の資本給付に對して、いかなるタイトルを●も交付されていない‐｜、からである。だから
こそ、それは、資本にとって「もっとも自然的な、。もっとも直接的な、もっと●も快適な、かつ、もつし〒も安上りの資本
調達方式串どしてあらわれるのである。こうした大衆にとって收奪的、破滅的な企業金融方式を艘系的に保障するに
は、もちろん、國家の租税政策や、その他、立法上、行政上、各種の優遇措置を必要とするのは、多一一一一口を要しないで
、
、
、
あろう。が、それらがすべて蟹はない。第一に、「生産性向上運動」や一技術革新」を通じて、たえざる勢働掴化と「
、
、
、
生産性の向上を系統的に押し進めねばならない。函数形式にやき直せば、等量線の間隔は一層狭陸化するか、少くと
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（も等しい、すなわち、総愛用鋤欺は逓減的か、少くとも直線的に経過しなければならないのである。他方でば、憤格
つるのである。
、
、
、
、
さらにまた、か入る「生産理論」と經瞥賞践、經蒼あるいは企業管理との直接的な關迦が問題となるであろう。ヴ
ァッフニンシュミットは、次のようにいう。「生産モデルは」、「第一に、企業設立のための計迩基礎として」、「第二
に、統制、たとえば経誉管理の統制のための基礎として、考察されうる雨ざ。したがって、それは、「〈かのように〉
、
、
、
、
、
、
Ｉ
の表鐘己（ご・励斤の一一月因。①のご巳の○す．．）をより所として「經濟経過を計鑑すること」、つまり「豫算《」編成の前提をな
すのであ麺一ところが、經濟経過を軍なる依存閥係として規定する限り、計駐の根本原理である【均衡法則」の内容 ▼、
朧
、
Ｉ
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ラ
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ク
が
、
「
收
釜
剛
』
の
隅
石
で
あ
る
「
鍵
小
の
爵
」
（
。
…
…
旨
目
日
臺
を
巧
み
に
援
用
し
な
がら遮べた如くＩ「最小需支配の法則」塾）（・…烏§日…烏喚冨………）となるであろう・語
を補えば、豫算編成の魁系は、。短期的」には、經誉活動の一一一領域ｒｌ－生産、販賢、財務領域‐－－のうち、そのとき
どきにもっとも弱い部分領域、陸路部面に即して平準化されることになる。これに反し、ヴァッフニンシュミットに
おいては、経済経過はまた、既述の如く「逆輔し得ない」、「時間規定的な依存關係』でもある。だから、「刀學的ｌ
、
、
運動力學的」な生産モデルを。計錘基礎」・とすれば計駐の「均衡法則」の内容は、一愛し、具髄的、資践的となる。
「函敷主義」と技術Ⅱ経済（内藤）
一一一ハ。一一一
●一
引下げを可能にする費用形成にもか‐鼻わらず、「安定的」なあるいは「長期的」な償格政策を途行して』一瞬一』‐‐Ｉつまり、
凋占価格を堅持して－１收入函数も、費用曲線と同様に、「靜力學的には直線的ではない」がが、「その間に再び直線
的」となるように配慮しなければならないのである。かくて、ヴァッブニンシュミットの構成せる「ガ學的ｌ運動力
學的」な、「投資制約的」な生産モデルとは、まさに、資本主義の「新時代」－１國家凋占資本主義１１の。もとで
の、企業の投資金融方式を集約的に表現したものに外ならない。こ‐聖に、彼の「生産理論」の現賓的意義が見出され
q角
⑪
二六四
い
い
、
い
い
、
や
い
や
すなわちやそこでは、全豫算纏系の出發鮎は、年度間の『刀學的連結環苣をなす再曰己金融」の勘梼、擬濁水蝋のな
かに、一義的に輿えられている。そして、主さに、か入る投資計謹（財務豫算）を基礎としてすえっ上、經誉あるい
は企業を構成するこみ込った函数・關係の複合艦をたぐることによって、販寳計謹（販寳豫算）や生産計謹（製造豫
算）などが規制されるのである。こうみてくると、ヴァッフニンシュミットの口投資制約的」な生産モ
デルは
、今
日
、
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」
を
燈
化
し
た
も
の
というぺきであろう。それだけではない。彼は、恥しがり屋のネオ・リペラリストとは異り、「凋占敵對」に虞向うか
ら反駁をくわえて、「アンチ・カルテル政策」の「正當性の限界巳を衝勉）何故なら、かＬる「豫算艘系がしめすよ
（瑠）
うな理性的形成」を蜜現するには、、企業集中，Ｐ凋占の掴化が不可鉄の前提をなすからである。こ上まできて、われわ
廷
ヴ
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ッ
フ
グ
シ
ニ
ミ
ッ
ト
の
里
臺
論
」
の
讓
鮪
基
警
確
め
た
後
に
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、
す
で
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方
法
論
的
特
質をも考え合せると１－１彼の主張する新しい経管經濟學、忌勢」（Ｐの胃の）としてではなくて、刀科學」として、つま
．
、
、
り「一般的經濟理論“（「経濟數鰹匡や「經濟力塵」）の懸用理論としての経誉經濟學の理論的杜院、やその本質など、、も
は
や
こ
と
新
し
く
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
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賎（１）弓．。・己『員［のロの８日昼ご曰①、斉口房口爾且ご頁『厨呂凰斤。円のの頤のロョ日庁宣邑留・の廻国Ｐ司巨ロロ。〔⑦⑭巨且の．房巴・司巨ロロ。
（２）ｇ・閂恩◎ロ日ロロロ》同旨量昏吋戸口困旨＆の因の斤臥のケ⑪ご『】Ｈ厨、ロ具厨〕の汀汽の》⑭．シ具】．．ご副》ｍ・凹冨費
（３）『ぬ］。ご言い魚の目の◎ず日画【平■・ロ。○・・ｍ・巴①別に画頤Ｐ
（４）弓、］・【・冨の二の『○ョ】日切国の可】のすのヨ胃蕨◎ず四津の』のぎＨの。⑦円目ロロ、庁ユの】、．シ巨臣・・ら田包め、．忠臣・『切罵．
（５）国・の①。ａ硯印。【ぬ凹巳の、灘。ロロロロ司国声『巨口頭啓目旦巨の斤臥の■のＨご具の『己の豈日戸口砲や画・岸昌一・》后訊や叩・画置。
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